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　好天に恵まれた２月 14 日、中安地域づ
くり協議会主催のふれあいハイキングが行
われ、子どもから高齢者まで、約１６０人
が参加しました。
　このイベントは昨年に続き２回目。中安
ふれあいセンターを発着点に、安川、中島、
多賀、米田、小山をまわる約８㌔のルート
で、それぞれ史跡・名所を巡りながら、さ
わやかな汗を流しました（写真は多賀の八
幡神社散策のようす）。ゴール後は、参加
者みんなでカレーを食べ、ビンゴゲームな
どをして楽しみました。
※裏表紙 ｢佐用町の誇り」で、多賀八幡神社と
　ご神木について紹介していますので、ご覧く
　ださい。
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まちづくり推進会議
 住 民 自 治 の 強 化 と 生 涯 学 習 に よ る 社 会 づ く り 発

足

　

１
月
28
日
、
さ
よ
う
文
化

情
報
セ
ン
タ
ー
で
、
第
１
回

目
の
会
議
が
開
か
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
会
議
で
は
、
ま
ず
規

約
に
基
づ
き
、
会
長
・
副
会

長
を
選
任
。
そ
の
後
、
会
議

の
運
営
方
法
や
今
後
の
お
お

ま
か
な
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
な
ど

に
つ
い
て
確
認
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
会
長
・
副
会
長
は

次
の
と
お
り
で
す
（
敬
称
略
）。

会　

長　

大
谷
和
廣
（
庵
）

副
会
長　

石
原
俊
一
（
金
屋
）

　
　
　
　

嶋
本
昭
彦
（
下
三
河
）

　
　
　
　

坂
口　

榮
（
鎌
倉
）

　

ま
た
、
顧
問
に
は
、
以
前

か
ら
本
町
の
ま
ち
づ
く
り
の

推
進
に
深
く
関
わ
る
帝
塚
山

大
学
大
学
院
教
授
の
中
川
幾

郎
さ
ん
と
、
多
可
町
か
ら
く

さ
塾
主
宰
の
小
嶋
明
さ
ん
が

就
任
し
ま
し
た
。

　

最
後
に
、
小
嶋
明
さ
ん
か

ら
「
限
界
集
落
の
再
生
と
生

涯
学
習
ま
ち
づ
く
り
」
に
つ

い
て
、
ま
た
中
川
幾
郎
さ
ん

か
ら
は
「
協
働
社
会
の
基
盤

と
担
い
手
を
つ
く
る
」
と
い

う
テ
ー
マ
で
、
講
義
が
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
組
織
で
は
、
町
全
体

の
住
民
自
治
の
強
化
と
、
生

涯
学
習
に
よ
る
社
会
づ
く
り

を
推
進
す
る
た
め
、
さ
ま
ざ

ま
な
事
項
を
協
議
し
ま
す
。

　

そ
の
テ
ー
マ
は
、
次
ペ
ー

ジ
の
表
の
と
お
り
、
大
き
く

分
け
て
３
つ
あ
り
ま
す
。

　

こ
れ
ら
は
、
さ
ま
ざ
ま
な

部
会
で
、
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

な
ど
の
会
議
手
法
に
よ
っ
て
、

委
員
一
人
ひ
と
り
の
考
え
を

顧
問
２
人
を
含
む

　
　

委
員
36
人
で
発
足

審
議
す
る
テ
ー
マ
は

　

大
き
く
分
け
て
３
つ

第１回目の会議のようす

　

佐
用
町
が
推
進
す
る
「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」。
町
内
13
の
「
地
域
づ
く
り

協
議
会
」
で
は
、
こ
の
理
念
の
も
と
で
、
自
分
た
ち
の
力
で
考
え
、
共
に
暮

ら
し
や
す
い
地
域
づ
く
り
が
行
わ
れ
て
い
ま
す
。「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」
と
、

生
涯
学
習
に
よ
る
社
会
づ
く
り
を
町
全
体
で
推
進
す
る
た
め
、
そ
の
中
核
を

担
う
「
ま
ち
づ
く
り
推
進
会
議
」
が
発
足
し
ま
し
た
。

→
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まちづくり協議会
 旧町単位の地域づくりを推進

引
き
出
し
な
が
ら
、
協
議
を

進
め
て
い
く
予
定
で
す
。

　

こ
の
会
議
の
発
足
で
、
さ

ま
ざ
ま
な
町
の
課
題
を
調
査
・

研
究
し
、
町
政
へ
の
反
映
、

そ
し
て
地
域
の
自
治
能
力
の

強
化
を
図
り
な
が
ら
、
本
町

の「
協
働
の
ま
ち
づ
く
り
」は
、

さ
ら
に
深
化
し
ま
す
。

　

そ
し
て
、
各
地
域
の
「
地

域
づ
く
り
協
議
会
」
な
ど
と

と
も
に
、
さ
ら
に
魅
力
あ
る

暮
ら
し
や
す
い
ま
ち
づ
く
り

を
め
ざ
し
ま
す
。

【
第
２
回
会
議
の
ご
案
内
】

■
日
時　

３
月
14
日
（
火
）

　

午
後
７
時
30
分
～

■
場
所　

さ
よ
う
文
化
情
報

　

セ
ン
タ
ー

■
傍
聴
希
望
の
か
た
は
、
開

会
15
分
前
ま
で
に
会
場
に
お

越
し
く
だ
さ
い
。
な
お
、
席

に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

先
着
順
と
い
た
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
づ
く
り
課

　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
４

協
働
の

さ
ら
な
る
深
化
を
め
ざ
し
て

住民ニーズと意向の反映

(1) 行政施策の評価・提案
　①地域要望の取りまとめ方法の検討
　②住民参加の事業評価システムの検討
(2) 住民参画手法の審議・提案
　①パブリックコメントなどの導入方法の検討
　②男女共同参画などの促進策検討

生涯学習によるまちづくりの計画・推進

(1) 生涯学習活動の評価
(2) 社会教育団体の育成
　①社会教育団体の自立促進策の検討
　②補助金など支援策の協議
(3) 生涯学習推進計画の策定
(4) 人権啓発・学習推進方策の審議・提案

協働のまちづくり推進の仕組み・ルール

(1) 自治基本条例の策定
(2) 地域自治活動の評価
(3) 地域への行政支援策の見直し・提案
　①地域づくり推進事業制度の見直し
　②自治会への各種助成制度の見直し
(4) 自治会機能の強化策の提言
　①基礎コミュニティの位置づけ
　②小規模高齢化集落対策
(5) 地域自治組織と行政との役割分担の協議
　①行政の自治会への委託業務の再編
　②自治会と地域づくり協議会の役割の検討
　③指定管理者制度の促進検討
(6) 地域内分権に対応する行政機構の提言
　　　　　　　　　　　　　　　　　　など

 住民参加と行政参加の仕組みをつくる

 学びと地域還元の仕組みづくり

 協働社会の基盤と担い手をつくる

１

２

３

　旧町単位のまちづくりを推進する佐用・上月・
南光・三日月それぞれの「まちづくり協議会」が、
２月に発足しました。
　この協議会では、新町まちづくり計画の修正・
変更や、行政事務の提言などの町長の諮問機関と
して、また地域づくり協議会と地域の各種団体と
の連携の推進、自治会からの要望に関する検討や
今後の方向付けなどの協議が行われます。

発足

各地域で活発な議論が行われます（写真は２月
10 日に設立した上月まちづくり協議会）。

 限界集落と地域再生を考える
なにくそ限界

元気な地域づくり研修会
 さまざまな逆境を乗り越えて、自らの地域を自
らの力で守り、育てていくための研修会です。人
材や自然、物などあらゆる地域資源を活用し、地
域を守り、豊かにしようと取り組んでいる住民
リーダーをお招きし、研修会を開催します。入場
は無料です。

ﾃｰﾏ 住民自らが手がける地域経営とは
～中国路　江の川流域での取り組みに学ぶ～

土月 日３ 14 午後７時～午後９時
さよう文化情報センター

　1948 年広島県作木村（現
三次市）生まれ。広島県か
ら 島 根 県 に 流 れ る 江 の 川
流 域 の 地 域 振 興 を 議 論 し、
2004 年「NPO 法人ひろしま
ね」を設立。超高齢化の集
落の支援には、役場にかわ
る民間組織「もう一つの役
場」が有効であると社会実
験中。また地域づくりのア
ドバイザーとして、全国の
地域を巡る。

■お問い合わせ　まちづくり課　☎８２－０６６４

㈱わかたの村取締役
元・過疎を逆手にとる会会長

安藤周二さん

まちづくり推進会議の協議テーマ

→
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共
生
の
郷
づ
く
り

シ
リ
ー
ズ

　■お問い合わせ　オプトピア　☎ (0791)58-1155

春休み特別上映

光都映画祭
と き

ところ

金月 日３ 20 火月 日４ ７～
 上映開始 : 午前 11 時と午後 1 時    ※月曜休館

 播磨科学公園都市光都プラザ内
オプトピア

日　程 午前 11 時～ 午後１時～
３月 20 日（金）～
22 日（日）・24 日（火）

  ハローキティのしらゆきひめ   フラガール  キキとララのヘンゼルとグレーテル
３月 25 日（水）

～ 28 日（土）
  ハローキティの不思議の国のアリス    ライラの冒険

   黄金の羅針盤（吹替）  けろけろけろっぴのガリバー大冒険
３月 29 日（日）  未定＜要問い合わせ＞

  カサブランカ３月 31 日（火）
～４月 2 日（木）

  けろけろけろっぴの空とぶゆめの船
  けろけろけろっぴのがんばれ！けろっぴーず

４月３日（金）～
5 日（日）・７日（火）

  けろけろけろっぴの三銃士＆  
  ベックルのシンドバッドの冒険   ローマの休日

入場
無料

※上映時間・作品は予告なく変更する場合があります。
※入場は先着順です。来場多数の場合は、入場をお断りする場
　合があります。

み
ん
な
集
っ
て
集
落
間
交
流

　

集
落
間
の
き
ず
な
づ
く
り
を
目

的
に
、
２
月
15
日
、
三
日
月
地
域

づ
く
り
協
議
会
西
部
多
賀
登
山
部

会
主
催
の
交
流
ふ
れ
あ
い
喫
茶

が
、
広
山
集
落
セ
ン
タ
ー
で
行
わ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
催
し
は
、
各
集
落
で
行
わ

れ
て
い
る
「
ふ
れ
あ
い
喫
茶
」
事

業
を
利
用
し
て
、
年
２
～
３
回
開

催
さ
れ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

参
加
者
は
、
お
年
寄
り
か
ら
子

ど
も
ま
で
45
人
。
お
茶
を
飲
み
な

が
ら
の
楽
し
い
会
話
の
ほ
か
に
、

町
教
育
委
員
会
か
ら
講
師
を
招
い

て
「
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
重

要
性
」
な
ど
の
学
習
を
行
い
ま
し

た
。

　

参
加
者
し
た
み
な
さ
ん
は
「
い

ろ
い
ろ
な
話
し
が
聞
け
て
、
良
い

勉
強
に
な
り
ま
し
た
。
今
日
聞
い

た
こ
と
を
、
こ
れ
か
ら
の
生
活
で

生
か
し
て
い
き
た
い
で
す
」
と
話

し
て
い
ま
し
た
。

三
日
月
地
域
づ
く
り
協
議
会

コミュニケーションについて学ぶ参加者のみなさん

■お問い合わせ　まちづくり課　☎８２－０６６４

新型車両見学会
　３月 14 日から新型車両の運行を始めるＪＲ
姫新線。姫新線姫路上月間電化促進期成同盟
会では、さまざまな記念イベントを開催しま
すが、そのひとつとして、見学会を実施します。

古里つなぐ
姫新線

と き ところ３月 14 日 土
午前 10 時～

ＪＲ上月駅

名
前
が
縁
で
交
流
つ
づ
く

　

２
月
８
日
、
笹
ケ
丘
ド
ー
ム

で
、
上
月
地
域
の
西
新
宿
老
人
ク

ラ
ブ
と
、
三
日
月
地
域
の
新
宿
老

人
ク
ラ
ブ
の
交
流
会
が
行
わ
れ
ま

し
た
。

　

こ
の
交
流
は
平
成
14
年
か
ら
始

ま
り
、
今
回
で
10
回
目
。
毎
回
、

ス
ポ
ー
ツ
や
食
事
な
ど
を
通
じ
て
、

親
睦
を
深
め
て
き
ま
し
た
。
こ
の

日
参
加
し
た
43
人
の
み
な
さ
ん
は
、

和
気
あ
い
あ
い
の
雰
囲
気
の
な
か
、

グ
ラ
ウ
ン
ド
ゴ
ル
フ
な
ど
を
通
じ
、

交
流
を
深
め
て
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
は
笹
ケ
丘
荘
で
、
み
ん

な
で
食
事
を
し
な
が
ら
、
ビ
ン
ゴ

ゲ
ー
ム
な
ど
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　

両
ク
ラ
ブ
の
会
長
で
あ
る
竹
田

保
則
さ
ん
（
西
新
宿
）
と
塚
﨑
睦

人
さ
ん
（
新
宿
）
は
「
ク
ラ
ブ
内

の
高
齢
化
な
ど
、
交
流
を
続
け
る

に
は
課
題
も
多
い
が
、
こ
の
交
流

は
今
後
も
続
け
た
い
」
と
話
し
て

い
ま
し
た
。

西
新
宿
老
人
ク
ラ
ブ
と
新
宿
老
人
ク
ラ
ブ

グラウンドゴルフの後に記念撮影
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2009/ ３月号

　
　

●
家
庭
や
地
域
の
か
た
が
た
に
、
気
持
ち
の
よ
い
あ
い
さ
つ
を
す
る

　
　

●
規
則
正
し
い
生
活
を
す
る
（
早
寝
、
早
起
き
、
き
ち
ん
と
し
た
食
事
な
ど
）

　
　

●
い
つ
で
も
、
ど
こ
で
も
、
だ
れ
に
で
も
礼
儀
正
し
い
態
度
を
心
が
け
る

　
　

●
新
年
度
へ
の
目
標
や
目
的
を
持
っ
て
日
々
の
生
活
を
送
る

　
　

●
危
険
玩
具
（
エ
ア
ガ
ン
な
ど
）
は
、
使
用
し
な
い

　
　

●
火
遊
び
は
し
な
い

　
　

●
危
険
な
場
所
（
線
路
、
池
、
工
事
現
場
な
ど
）
に
行
か
な
い

　
　

●
不
審
な
車
、
電
話
の
誘
い
に
乗
ら
な
い

　
　

※
「
い
か
・
の
・
お
・
す
・
し
」
を
徹
底
し
て
守
る

　
　
　
（
い
か･･･

行
か
な
い　

の･･･

乗
ら
な
い　

お･･･

大
声
を
出
す　

す･･･

す
ぐ
逃
げ
る　

し･･･

知
ら
せ
る
）

　
　

●
交
通
ル
ー
ル
を
し
っ
か
り
守
り
、
自
転
車
に
乗
る
と
き
は
気
を
つ
け
る

　
　

●
夕
方
、
暗
く
な
ら
な
い
う
ち
に
帰
宅
す
る

　
　

●
行
き
先
、
帰
宅
時
刻
を
家
の
人
に
き
ち
ん
と
伝
え
る

　
　

●
携
帯
電
話
や
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
な
ど
は
、
節
度
あ
る
使
い
か
た
を
す
る

　
　

●
公
共
施
設
を
利
用
す
る
と
き
は
、
マ
ナ
ー
を
守
り
、
正
し
く
利

　
　
　

用
す
る

　
　

●
法
に
触
れ
る
行
為
は
絶
対
に
し
な
い

　　
　
　

不
審
者
情
報
な
ど
は
、
迅
速
に
警
察
署
（
一
一
〇
番
）
へ

　

■
お
問
い
合
わ
せ　

　
　
　

教
育
委
員
会
教
育
推
進
課　

☎
82
・
２
４
２
５

地
域
の
子
ど
も
は
地
域
で
守
ろ
う

　

佐
用
町
保
幼
小
中
高
児
童
生
徒
指
導
連
絡
協
議
会
で
は
、
春
休
み

中
の
子
ど
も
た
ち
に
次
の
よ
う
な
指
導
を
し
ま
す
。

   

ふ
れ
あ
う
心
を
育
て
ま
し
ょ
う

   

守
ら
せ
ま
し
ょ
う

   

し
な
い
、
さ
せ
な
い
、
み
ん
な
で
注
意
し
ま
し
ょ
う

子
ど
も
た
ち
へ
の

　
　
　

見
守
り
・
声
か
け
を
お
願
い
し
ま
す

　

佐
用
チ
ャ
ン
ネ
ル
の
番
組

制
作
講
座
の
受
講
生
を
募
集

し
ま
す
。

　

毎
月
番
組
制
作
を
し
な
が

ら
、
気
軽
に
佐
用
チ
ャ
ン
ネ

ル
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
け
ま

す
。

【
講
座
の
主
な
内
容
】

①
企
画
立
案
す
る
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

　

講
座

②
レ
ポ
ー
タ
ー
講
座

③
カ
メ
ラ
マ
ン
や
、
タ
イ
ム
キ
ー

　

パ
ー
講
座

④
番
組
の
編
集
講
座

　

興
味
が
あ
る
か
た
は
、
ぜ
ひ
ご

応
募
く
だ
さ
い
。
日
程
な
ど
、
く

わ
し
く
は
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ

い
。

■
申
し
込
み
・
お
問
い
合
わ
せ

　

ま
ち
づ
く
り
課

　
　
　
　
　

☎
82
・
０
６
６
４

撮影現場の一場面

番
組
制
作
講
座
受
講
生
募
集

佐  用
チャンネル

　任期満了に伴う農業委員会委員選挙は、各
選挙区での立候補者数が定数を超えなかった
ため、無投票で決定しました（敬称略。掲載
は選挙区ごとに届出順）。

　また、議会推薦の委員と、農業協同組合
推薦の委員は、次のみなさんです ( 敬称略 )｡

【佐用選挙区】
大谷和廣（  庵  ）
藤木春美（青木）
西﨑光男（  淀  ）
森　文宏（宗行）
諏訪彰宏（本位田甲）
岡本英雄（仁方）

【南光・三日月選挙区】
上木幸利（三日月下） 
森崎文和（小山）
畑中邦央（東徳久）
春本鉄夫（島脇）
中尾正俊（下徳久下）

【上月選挙区】
長田政俊（櫛田）
坂口和雄（円光寺）
谷口茂信（本郷）
福井敏夫（力万）

【議会推薦委員】
衣笠　諭（真盛）
租開正平（下上月）
南上　透（漆野）
小林晴良（徳平）

【農業協同組合推薦】
腰前正好（東徳久）

農業委員会委員が
決まりました
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　２月１日、加古川市で兵庫県郡市区対
抗駅伝競走大会が開催され、佐用郡チー
ムは男女各１チームが参加し、ふるさと
佐用の期待を胸にタスキをつなぎました。
　結団式では、女子チームアンカーで
キャプテンの谷口陽選手（佐用高校）が

「みんなから受け継いだタスキを、応援
してくださるみなさんの思いを胸にゴー
ルしたい」と力強くあいさつしました。
　結果は、入賞こそ逃したものの、県下
でも珍しい男女ともに中学生と高校生だ
けの若いチームで健闘し、来年につなが
る良い走りをしました。

第63回男子／第24回女子  兵庫県郡市区対抗駅伝競走大会

出場した選手のみなさん

若さあふれる走りで健闘

　

平
成
元
年
に
設
立
し
た
佐
用
ス

タ
ー
ズ
。
佐
用
の
地
に
根
を
張
り
、

野
球
を
通
じ
、
多
く
の
子
ど
も
た

ち
の
成
長
を
見
つ
め
続
け
て
き
た

同
チ
ー
ム
は
、
昨
年
20
周
年
を
迎

え
ま
し
た
。
そ
し
て
、
こ
れ
ま
で

多
く
の
優
秀
な
選
手
を
育
て
あ
げ

て
き
ま
し
た
。

　

同
チ
ー
ム
の
代
表
で
あ
る
北
村

正
富
さ
ん
（
上
町
）
を
筆
頭
に
、

指
導
者
、
子
ど
も
た
ち
が
一
丸
と

な
っ
て
、
日
々
練
習
に
励
ん
で
い

ま
す
。
役
員
や
指
導
者
の
か
た
は

町
内
外
合
わ
せ
て
18
人
。
そ
れ
ぞ

れ
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
域
を
超
え

て
、
情
熱
の
炎
を
燃
や
し
な
が
ら

日
々
子
ど
も
た
ち
と
接
し
、
子
ど

も
た
ち
の
成
長
と
と
も
に
歩
ん
で

い
ま
す
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
も
、

そ
の
熱
い
思
い
を
全
身
で
受
け
止

め
な
が
ら
、
自
分
の
夢
に
向
か
っ

て
白
球
を
追
い
か
け
て
い
ま
す
。

　

心
・
技
・
体
を
追
求
す
る
同
チ
ー

ム
。
チ
ー
ム
代
表
の
北
村
さ
ん
の

信
条
は
『
努
力
は
う
そ
を
つ
か
な

い
』
で
す
。
そ
の
た
め
、
指
導
者

の
み
な
さ
ん
は
、
厳
し
い
練
習
と
、

人
一
倍
努
力
す
る
こ
と
を
、
子
ど

も
た
ち
に
一
貫
し
て
指
導
し
て
い

「
努
力
」
の
大
切
さ
を     

    
一
貫
し
て
教
え
る→

夢追人
　佐用町を舞台に、さまざまな分野で活躍する人たち。そ
んなみなさんの活動は、まさに「町のかがやき」です。そ
こで、本町を舞台に、夢を追って活躍する人、団体などの「か
がやく」活動を随時ご紹介します。今月号は毎年優秀な選
手を世に送る硬式少年野球の強豪チーム『佐用スターズ』。
今春の選抜高校野球大会で、九州代表の神村学園からサー
ド・４番で出場する大畑健人さん（宍粟市）も卒団生の一人。
多くの人たちの夢を乗せて、佐用スターズは歩み続けてい
ます。

硬式少年野球チーム  佐用スターズ

かがやけ！
さようの

た
く
さ
ん
の

　  

夢
を
の
せ
て
20
年

シリーズ
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2009/ ３月号

み
ん
な
の
ス
ポ
ー
ツ

佐
用
ラ
イ
オ
ン
ズ
ク
ラ
ブ
杯

　    

小
学
生
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
大
会

■
開
催
時
期　

２
月
１
日
（
日
）

■
場
所　

上
月
体
育
館

　

優　

勝　

上
月
少
女
バ
レ
ー　

　
　

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　

準
優
勝　

中
安
少
女
バ
レ
ー　

　
　

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

　

第
３
位　

佐
用
少
女
バ
レ
ー　

　
　

ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ

佐
用
町
ミ
ニ
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
大
会

■
開
催
日　

２
月
14
日
（
土
）

■
場
所　
佐
用
勤
労
者
体
育
セ
ン
タ
ー

【
男
子
（
混
合
）
の
部
】

　

優　

勝　

初
心
者
ー
ズ
（
佐
用
小
）

　

準
優
勝　
チ
ー
ム
ト
モ
ダ
チ
（
利
神
小
）

　

第
３
位　

ロ
バ
、ロ
バ
、ロ
バ
ッ

　
　

ク
ス
（
佐
用
小
）

【
女
子
の
部
】

　

優　

勝　

レ
ッ
ド
フ
ァ
イ
ヤ
ー

　
　

モ
ン
ス
タ
ー
ズ
（
江
川
小
）

　

準
優
勝　

Ｏ
Ｒ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ
ｅ

　
　

ｅ
Ｎ
Ｇ
Ｅ
（
三
日
月
小
）

　

第
３
位　
パ
ワ
フ
ル
ガ
ー
ル
ズ（
久
崎
小
）

キ
ラ
キ
ラ
イ
ン
デ
ィ
ア
カ
大
会

■
開
催
日　

２
月
15
日
（
日
）

■
場
所　

上
月
体
育
館

【
一
般
男
子
（
混
合
）
の
部
】

　

優　

勝　

元
気
メ
ン
ズ
（
た
つ
の
市
）

　

準
優
勝　

ラ
ッ
キ
ー（
佐
用
町
）

【
同
フ
レ
ン
ド
リ
ー
の
部
】

　

優　

勝　

Ｇ
（
佐
用
町
）

　

準
優
勝　
ス
ポ
ー
ツ
21
江
川
Ａ（
佐
用
町
）

【
一
般
女
子
の
部
】

　

優　

勝　

レ
イ
ン
ズ（
佐
用
町
）

　

準
優
勝　
神
戸
レ
デ
ィ
ー
ス
（
神
戸
市
）

【
同
フ
レ
ン
ド
リ
ー
の
部
】

　

優　

勝　
ラ
ッ
キ
ー
プ
ラ
ス（
佐
用
町
）

　

準
優
勝　
と
ぅ
い
ん
く
る（
た
つ
の
市
）

（
敬
称
略
）

→

ま
す
。
練
習
は
平
日
夜
に
週
３
～

４
日
。
そ
の
ほ
か
、
家
庭
で
の
自

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　　　

主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
メ
ニ
ュ
ー
も
あ

り
ま
す
。
ま
た
、
年
間
１
５
０
試

合
を
消
化
し
、、
さ
ま
ざ
ま
な
大

会
に
出
場
。
そ
れ
ぞ
れ
優
秀
な
成

績
を
修
め
て
い
ま
す
。
そ
ん
な
厳

し
い
環
境
で
、
こ
こ
ろ
と
体
を
鍛

え
、
な
か
に
は
、
全
国
の
高
校
野

球
の
強
豪
を
進
路
に
選
ん
で
い
る

子
ど
も
た
ち
も
い
ま
す
。

　

卒
団
生
の
一
人
で
あ
る
福
井

優
也
さ
ん
（
西
粟
倉
村
）
は
、

２
０
０
４
年
、
春
の
選
抜
高
校
野

球
大
会
で
、
愛
媛
県
の
済
美
高
校

の
投
手
と
し
て
活
躍
し
、
全
国
制

覇
を
遂
げ
ま
し
た
。

　
「
自
分
の
力
で
壁
を
乗
り
越
え

る
子
ど
も
た
ち
の
姿
を
見
る
こ
と

が
一
番
の
喜
び
で
す
」
と
チ
ー
ム

代
表
の
北
村
さ
ん
は
目
を
細
め
な

が
ら
う
れ
し
そ
う
に
語
り
ま
す
。

同
チ
ー
ム
の
ね
ら
い
は
、
野
球
技

術
の
向
上
は
も
ち
ろ
ん
で
す
が
、

子
ど
も
た
ち
が
人
間
的
に
成
長
す

る
こ
と
な
の
で
す
。

　

子
ど
も
た
ち
の
成
長
が
何
よ
り

う
れ
し
い
北
村
さ
ん
。「
ど
う
す

れ
ば
子
ど
も
た
ち
が
成
長
し
て
く

れ
る
の
か
。
こ
れ
か
ら
も
野
球
を

通
じ
て
、
そ
れ
を
追
求
し
た
い
」。

指
導
者
が
一
丸
と
な
っ
て
、
子
ど

も
た
ち
の
成
長
と
、
さ
ら
に
強
い

チ
ー
ム
を
め
ざ
し
、
今
後
も
歩
み

続
け
ま
す
。

■
入
団
生
を
募
集
し
ま
す

　

入
団
に
つ
い
て
は
、
次
ま
で
お

問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

　

代
表　

北
村
正
富
さ
ん

　
　

☎
82
・
３
１
０
４
（
自
宅
）

子
ど
も
た
ち
の

   

成
長
を
め
ざ
し
て

町サッカー協会
会員募集

練習に打ち込む佐用スターズの子どもたち

  星都さようＳＣ
  星都さようサッカークラブ
■対象者　町内の男女小学生及び保育園年長児
■練習日　日曜日　午前９時３０分～正午
　　　　　木曜日　午後６時～午後８時
■場所　上月グラウンド（雨天は場所変更）
■１日体験サッカー教室
　３月 15 日（日）・22 日（日）　午前 10 時～正午
　上月グラウンドにて（雨天の場合は佐用
　小学校体育館）
　上記以外でも随時受付可。
■申し込み・お問い合わせ
　石黒永眞　☎８２－３６４６   または
　中石嘉勝　☎８６－０７６３

  佐用ＦＣ
  佐用（少年）フットボールクラブ
■対象者　町内の男女小学生（新１～６年生）
■練習日
　木曜日　午後 7 時～午後９時 30 分　　
　　　　　（４～６年生）
　金曜日　午後 7 時～午後８時 30 分　　
　　　　　（１～３年生）
■場所　中安小学校体育館
■一日体験サッカー教室
　3 月 27 日（金）・4 月 3 日（金）
　午後 6 時 30 分～午後 8 時 30 分
　ひまわりドームにて
　【対象】新 1 ～３年生
　　保護者同伴で直接会場へお越しください。
　４年生以上は随時受付可。
■申し込み・お問い合わせ
　片山博司　☎７９－２８０７

佐用 JBC
佐用ジュニアベースボールクラブ
　野球を通じ、近隣地域の児童との交流を
図り、体力・技術の向上と明朗な社会人の
育成を図ることを目的としています。
■対象者　町内の小学生
■練習日　毎週土、日曜日
■場所　南光スポーツ公園・上月グラウンド
■活動内容　練習、練習試合、各支部が主
　催する大会、行事への参加・レクレーショ
　ンなど。
■申し込み・お問い合わせ
　鎌井清和　☎７８－０４８２
　　　　　　☎ (090)3656-9770

町少年軟式野球協会
会員募集

’
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【
募
集
要
項
】

■
学
費　

１
教
室
に
つ
き
、
１
人

　

年
間
１
、０
０
０
円
（
た
だ
し
、

　

専
門
講
座
・
ク
ラ
ブ
な
ど
の
材

　

料
費
等
実
費
が
必
要
）

■
入
学
申
込　

生
涯
学
習
課
、
各

　

支
所
地
域
振
興
課
に
あ
る
申
込

　

書
に
て
。

■
申
込
締
切　

３
月
24
日
（
火
）

■
そ
の
他　

ど
の
教
室
で
も
入
学

　

可
。
複
数
の
教
室
に
入
学
可
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

生
涯
学
習
課

　
　
　
　

☎
82
・
３
３
３
６

　

上
月
支
所
地
域
振
興
課

　
　
　
　

☎
86
・
１
２
１
０　

　

南
光
支
所
地
域
振
興
課

　
　
　
　

☎
78
・
０
１
２
３

　

三
日
月
支
所
地
域
振
興
課

　
　
　
　

☎
79
・
２
９
８
２

　

町
高
年
大
学
は
、
人
と
人
と
の
ふ
れ
あ
い
の
な
か
で
、
新
し
い
教
養
を

身
に
つ
け
る
と
と
も
に
、
趣
味
活
動
を
充
実
さ
せ
、
明
る
く
生
き
生
き
と

し
た
日
々
を
過
ご
す
た
め
の
「
学
び
や
」
で
す
。
さ
あ
、
あ
な
た
も
参
加

し
て
み
ま
せ
ん
か
。

み
ん
な
で
楽
し
く
学
ぼ
う

佐
用
町
高
年
大
学
学
生
募
集

■お問い合わせ　生涯学習課　☎８２－３３３６

佐用郡美術協会

会員展

洋画

写真
書

日本画

工芸

と きところ

３
月
27
日
金
～
29
日
日

午
前
９
時
～
午
後
５
時

　
　
　
　
　
　

※
29
日
は
午
後
３
時
ま
で

さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

■会員募集
日本画・洋画・書・写真・工
芸の会員を募集しています。

（年会費 1,000 円）

和の調べ
おしゃべり邦楽コンサート

と き

ところ

３月 22 日 日
午後１時 30 分開場　午後２時開演

スピカホール
スターシャワーの森音楽堂

　尺八、三
さんげん

絃（三味線）、十
じゅうななげん

七絃（筝
そう

）
の演奏を、耳に優しい音色に包まれる
木造ホールのスピカホールで、一足早
い春の音色を感じてみませんか。
■入場料　一般　1,500 円
　　　　　高校生以下　800 円
　　　　　（当日各 200 円増し）
■出演者　阪口夕山（尺八）、菊重精
　峰（三絃・筝）、中眞希子（十七絃・
　二十絃筝）※敬称略
■お問い合わせ
　スピカホール　☎８２－０５９５
　生涯学習課　　☎８２－３３３６

佐用教室 上月教室 南光教室 三日月教室
開設場所 主にさよう文化情報センター 主に上月文化会館 主に南光文化センター 主に三日月文化センター
一般講座
各分野から講師
を招いての講演

（毎月１回）

午前 10 時～正午

開催基準日：
　　　　第３木曜日

午前 10 時
　　　 　～正午
開催基準日：
　　第３水曜日

午前 10 時 30 分
　　　   　　～正午
開催基準日：
　　　第２木曜日

午前 10 時～正午

開催基準日：
　　　第３火曜日

専門講座
基本的に一般講
座開催日の午後
に行います

（学習計画は各
部 で 立 案 し ま
す）

手芸（編物・小物作りなど）
アートフラワー
栄養と料理
歴史
盆栽
生花
書道
俳句
工芸
コーラス

園芸
陶芸
手芸
書道
実用書道
音楽
パソコン

手芸（ちぎり絵）
コーラス
書道
園芸
料理

書道
歌謡
社交ダンス
大正琴
パソコン

クラブ活動
各クラブにおい
て開催日・活動
内容を決定して
います

ゲートボール
社交ダンス
生け花
囲碁
うたごえ
ニュースポーツ

ゲートボール
グラウンドゴルフ
音楽
陶芸

開設期間 平成２１年４月～平成２２年３月
対象者 町内に在住しているおおむね６０歳以上のかた
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長寿医療制度
 後期高齢者医療制度 保険料の軽減措置が

決まりました
　長寿医療制度の円滑な運営を図ることを目的とした平成 21 年度の保険料軽減措置が決まりました。
　長寿医療制度の保険料の計算方法は、一人ひとりにかかる「均等割額（43､ 924 円）」と、前年の所得に
応じた「所得割額（所得割率 8.07㌫）」の合計額となります。均等割額と所得割率は２年ごとに改定されま
すので、平成 21 年度は平成 20 年度と変わりません。
 この軽減措置を踏まえたうえで、平成 20 年中の所得で計算した平成 21 年度保険料額は、７月中旬ごろに
お知らせする予定です。

■所得の低いかたの軽減
　【均等割】

　　同一世帯内の長寿医療制度の被保険者と世帯主の総所得金額などの合計額が、表の基準額以下の場合、均等割額
　が軽減されます。この内、均等割額が７割軽減される世帯（基準額が 33 万円以下）のかたは、平成 20 年度は経
　過的措置として一律 8.5 割軽減されていますが、平成 21 年度以降は、長寿医療制度の被保険者全員が年金収入 80
　万円以下（その他各種所得がない）の場合、９割軽減されます。

基　準　額 軽減割合
平成 20 年度 平成 21 年度

33 万円 ７割→ 8.5 割
７割

※被保険者全員が年金収入 80 万円以下
（その他各種所得がない）場合は９割

33 万円＋ 24.5 万円×被保険者の数
（被保険者である世帯主を除く） ５割

33 万円＋ 35 万円×被保険者の数 ２割
※ 65 歳以上の公的年金受給者は、総所得金額などから年金所得の範囲内で最大 15 万円を控除し、軽減を判定します。

　【所得割】

　　所得割を負担するかたの内、所得割額の算定対象所得（総所得金額など 33 万円）が 58 万円（年金収入のみの場合、
　２１１万円）以下のかたは、平成 20 年度と同様に、平成 21 年度以降も５割軽減されます。

■被扶養者だったかたの軽減
　制度に加入する前日に、会社の健康保険などの被用者保険（国民健康保険や国民健康保険組合は対象となりません）
の被扶養者だったかたは、制度加入時から２年間に限り、所得割はかからず、均等割額が５割軽減されます。
　平成 20 年度は特例として、９月までは保険料の負担がなく、10 月から平成 21 年３月までは、均等割額が９割軽
減されていますが、平成 21 年度も１年間、均等割額の９割軽減が継続されます。

平成 20 年度 平成 21 年度
所得割額 負担なし 負担なし

均等割額 負担なし
９割軽減 ９割軽減

2,196 円（年額） 4,392 円（年額）
20 年４月 20 年 10 月 21 年４月 22 年４月

■・・・実際の保険料負担部分
■お問い合わせ　
　福祉課　☎８２－０６６１、または県後期高齢者医療広域連合会事務局　☎（０７８）３２６－２０２１

　

国
民
健
康
保
険
に
加
入
し
、

高
齢
受
給
者
証
（
70
歳
か
ら

74
歳
）
を
お
持
ち
の
か
た
で
、

４
月
以
降
、
一
部
負
担
割
合

が
「
２
割
（
平
成
21
年
３
月

31
日
ま
で
は
１
割
）」
と
記
載

の
あ
る
か
た
は
、
国
の
一
部

負
担
割
合
が
、
現
在
の
割
合

（
１
割
）
で
凍
結
さ
れ
た
た
め
、

４
月
１
日
か
ら
新
し
い
受
給

者
証
に
な
り
ま
す
。

　

新
し
い
受
給
者
証
は
、
３

月
下
旬
に
郵
便
で
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
必
ず
内
容
を
ご

確
認
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
古
い
受
給
者
証
は
、

住
民
課
、
ま
た
は
各
支
所
総

合
窓
口
課
・
三
河
出
張
所
に

返
却
く
だ
さ
い
。
な
お
、
返

却
は
急
ぎ
ま
せ
ん
の
で
、
役

場
や
支
所
な
ど
に
用
事
の
あ

る
際
に
、返
却
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

住
民
課　

☎
82
・
０
６
６
０

４
月
か
ら
新
し
い
受
給
者
証
に

国
民
健
康
保
険

高
齢
受
給
者
証
を

　
　
　
　
　

更
新
し
ま
す
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■お問い合わせ　佐用クリーンセンター　☎８２－０２９３

１号炉　　　1.50 ナノ㌘
２号炉　　　0.92 ナノ㌘

■測定結果　　（１立方㍍あたり）

※ １ ナ ノ ㌘ は　　
10 億分の１㌘。

町指定ごみ袋取り扱い店を募集します
　町指定のごみ袋・納付済証シールの販売を行って
いただく取扱店を募集します。申し込み・詳細につ
いては、クリーンセンターまでお問い合わせくださ
い。

４月から木製不要パレットは扱いません
　不要となる木製パレットは、昨年 4 月から、産
業廃棄物に扱いが変更されています。一般廃棄物と
しての経過措置は本年 3 月末で終了し、それによっ
てクリーンセンターでの処理も終了となります。排
出される事業所などでは、処理およびその委託の取
扱いも変更となりますので、ご注意ください。

ダイオキシンの測定結果を公表します
　廃棄物焼却炉は、年１回の排出ガス中のダイオキシ
ン類の測定が義務づけられています。昨年実施した測
定結果は次のとおりで、異常ありませんでした。なお、
当センタ－の基準値は、１立方㍍あたり 10 ナノ㌘です。

３月20日（春分の日）は通常業務
　月～金曜日の祝祭日は年末年始を除き、直接搬入
の「燃えるごみ」「燃えないごみ」ともに、午前９
時から午後４時 30 分まで、通常どおりの受付を行っ
ていますのでご利用ください。また、収集も通常ど
おり行います。
　第３土曜日の 21 日は、「燃えないごみ」のみ、午
前９時～午後４時 30 分まで受付します。

開
館
記
念
式
典

と き

ところ

４月４日 土
午前 10 時～

町昆虫館
船越地内

　 町立の昆虫館として新たなス
タートを切る昆虫館の記念式典を
開催します。
　当日は、「NPO 法人こどもとむ
しの会」による楽しいイベントも
計画しています。ご家族お揃いの
うえ、ご来場ください。
■お問い合わせ
　教育委員会　☎８２－２４２４

「
佐
用
町
昆
虫
館
」

■お問い合わせ　商工観光課　☎８２－０６７０

と き

ところ

日月 日４ ５ 午前10時～午後２時
笹ケ丘公園・笹ケ丘ドーム

　今年も楽しい催しを計画中です。満開
の桜とふれ合いを楽しみに、ぜひご来場
ください。

満開の桜を見に行きませんか
第４回

佐用町桜まつり
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救命士からの

ワンポイントアドバイス
　今回は

呼吸の確認について

■お問い合わせ　　消防署　☎８２－３８７２

　先月号で紹介した気道の確保を実施した後、呼吸の確
認を行います。正常な呼吸 ( 普段通りの呼吸 ) があれば
一安心ですが、もしも呼吸がないときは、心肺そ生法を
始めなければなりません。
　今回はこの呼吸の確認方法についてです。
１．気道を確保した状態で、自分の顔を傷病者の胸に向
　けながら、頬を傷病者の口・鼻に近づけます。
２．「見て」「聞いて」「感じて」を６秒間かけて確認します。
　■「見る」　胸や腹部の上がり下がりがあるか
　■「聞いて」　呼吸音が聞こえるかどうか
　■「感じて」　頬で吐く息が感じられるか

　兵庫県立佐用高校、創立 100 周年おめでとうござ
います。私は数年前からこの地元の高校で特別非常
勤講師として、農業科学科の授業を３学期の数時間
を担当させていただいています。
　内容は「地域と環境」というカリキュラムの設定
です。とは申しましても、私は自動車関係の仕事を
しておりますので、学校の先生のような授業はでき
ません。さぞ生徒のみなさんも聞きづらいことと思
います。ごめんなさい。
　しかし、不器用な私でも数年もさせていただくこ
とで私自身勉強もし、環境カウンセラーの資格も取
得させていただきました。
　「環境なんて、地球の温暖化なんて私たちの生活に
関係ないわ」って、ついこの間まで無関心だったか
たも、いや、そうではないということがお分かりい
ただけてきたと感じております。
　佐用町は星空のまちです。西はりま天文台の望遠
鏡「なゆた」は、公開望遠鏡としては世界一ともい
われております。もう何年も前から「佐用町は環境
のまち」なのです。これからも地域のみなさんとさ
らに勉強を重ね、環境にやさしい町として誇れるよ
うがんばりたいと考えております。
　ごみ拾いひとつでも良いです。背伸びをしないで、
みなさんのできることから活動を始めてみましょう。
　ありがとうございました。

環境のまち 佐用町
 町地球温暖化防止活動推進員

　　　　　小林義昭さん（川原町）

ストップ温暖化シリーズ

　■お問い合わせ　下水道課　☎８６－１２１３

下水道料金に関係します

家族に異動が生じたら届け出を
　毎年３月・４月は、特に生活の拠点の変更（異
動）が多い時期です。下水道使用料はご存知のとお
り、生活人数で算出しています。
　入学や就職などで
異動が生じる場合に
は「下水道使用料変
更届け」が必要にな
ります（異動事由が
生じたときに、随時
届出が必要です）。
　届け出は、役場本
庁、 各 支 所、 出 張 所
窓口でお願いします。

３．次のいずれかの場合には正常な呼吸なしと判断
　します。
■胸や腹の動きがなく、呼吸音も聞こえず、吐く息
　も感じられないとき
※６秒間観察し、呼吸がないときは、次の瞬間に呼
　吸があっても、呼吸数は１分間にすれば 10 回以
　下となり、正常な呼吸ではないと判断します。
■６秒間観察しても呼吸の状態がわからないとき
■しゃくりあげるような、途切れ途切れに起きる呼
　吸がみられるとき
※心停止が起こった直後には、しゃくり上げるよう
　な、途切れ途切れに起きる呼吸が見られることが
　あります。この呼吸を「死

し せ ん き

線期呼吸（あえぎ呼吸）」
　といいます。この呼吸は正常な呼吸 ( 普段通りの
　呼吸 ) ではありません。

　呼吸なしと判断すれば、人工呼吸、胸骨圧迫 ( 心
臓マッサージ ) による、心肺そ生法を開始します。
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斎場｢こぶし苑」の使用料・利用内容が変わります

種　　　　別 単位 金　額 備　　　考 区分
斎
場
施
設
使
用
料

大人（12 歳以上）１体 30,000 円 霊柩車の使用を含む

①

小人（12 歳未満）１体 20,000 円
死産児 １体 5,000 円 妊娠 4 ヶ月以上
胞衣、産じょく
医療汚物 １個 5,000 円
ペット動物の死体 １体 5,000 円
霊安室 １体 5,000 円 24 時間を１単位
祭壇 １件 10,000 円 棺を除く ②

装具
使用

料
棺

板 貼 大人用
１式

10,000 円 長さ 190㌢
③布 貼

大人用 12,000 円 長さ 190㌢
小人用 6,000 円 長さ 120㌢

本年４月１日以降の葬儀から適用

■施設などの使用料

■利用内容など

区分①、②、③のうち、利用されるものの合計が使用料合計です

【斎場施設】
①日本間は、１葬家につき１室（15 畳）を無料で待ち合いに利用していた
　だけます。
②斎場 ｢こぶし苑｣ では、飲酒はできません。
③斎場 ｢こぶし苑｣ 建物内は全館禁煙です。ご協力をお願いいたします。 

【葬儀用自動車】
①組合霊柩車はこれまでどおり斎場の利用者が無料で利用できますが、斎
　場使用許可申請時に「マイクロバス型」と「洋型」のうち、どちらか一
　方を選択します。
②組合霊柩車の運行は、共同処理区域内（たつの市新宮町、上郡町、佐用
　町）の運行に限り、葬儀会場→ 斎場（お別れの儀式まで）→ 葬儀会場 
　の１往復のみとします。
　※組合霊柩車は、斎場でお別れの儀式まで待機し、その後葬儀会場、ま
　　たは車庫へ帰りますので、斎場で収骨まで待たれる葬家は帰りの車両
　　（自家用車など）の手配が必要です。

【祭壇】
　組合祭壇を使用される場合は、斎場施設使用許可申請時に「使用する」
を選択してください。

【棺】
　組合棺を使用される場合は、斎場施設使用許可申請時に「板貼（大人用）」、

「布貼（大人用）」「布貼（小人用）」のいずれかを選択してください。

　■お問い合わせ　播磨高原広域事務組合　☎（０７９１）７５－０５７５
　　　　　　　　　住民課　☎８２－０６６０

マイクロバス型霊柩車
定員 15 人（運転手含む）

洋型霊柩車
定員２人（運転手含む）

■亡くなられたかたが共同処理区域内（た
　つの市新宮町・上郡町・佐用町）の住民
　でない場合は，上記金額の 10 割増。
■亡くなられたかたが共同処理区域内のか
　たで、生活保護などを受けている場合は，
　上記金額の１/ ２を減免。
■祭壇に含まれるもの
　 祭 壇 ( ４ 段 ５ 尺 )、 飾

かざりこし

輿、 六
ろ く と う た て

燈 立，
盛
もりだい

台、写
しゃしんだい

真台、五
ご ぐ そ く

具足（燭
しょくだい

台･花
はなたて

立･香
こ う ろ

炉 )、
焼
しょうこうづくえ

香 机
※上記以外は，葬家で手配してください。
■祭壇は葬儀時の使用を原則とし，葬儀会
　場と通夜会場が異なる場合は，通夜会場
　では使用できません。

　斎場の使用料は、現在定額（39,000 円）となっていますが、施設などの利
用程度に応じて、使用料を支払っていただくように、料金体系などが変更と
なります。
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【
給
付
対
象
者
】

　

本
年
２
月
１
日(

基
準
日
）
で
、

次
の
要
件
の
い
ず
れ
か
に
該
当
す

る
か
た
で
す
。

①
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て

　

い
る
か
た
。

②
外
国
人
登
録
原
票
に
記
録
さ
れ

　

て
い
る
か
た
の
う
ち

　

■
「
日
本
国
と
の
平
和
条
約
に

　
　

基
づ
き
日
本
の
国
籍
を
離
脱

　
　

し
た
者
等
の
出
入
国
管
理
に

　
　

関
す
る
特
例
法
」
に
定
め
る

　
　

特
別
永
住
者
の
か
た
。

　

■
「
出
入
国
管
理
及
び
難
民
認

　
　

定
法
」
に
定
め
る
在
留
資
格

　
　

が
あ
っ
て
在
留
す
る
か
た
。

※
住
民
基
本
台
帳
・
外
国
人
登
録

　

原
票
に
記
録
さ
れ
て
い
る
市
区

　

町
村
で
給
付
さ
れ
ま
す
。
学
生

　

な
ど
で
住
民
基
本
台
帳
の
記
録

　

が
他
の
市
区
町
村
に
あ
る
場
合

　

に
は
、
そ
の
市
区
町
村
で
の
給

　

付
対
象
者
と
な
り
ま
す
。

【
申
請
・
受
給
者
】

■
住
民
基
本
台
帳
に
記
録
さ
れ
て

　

い
る
か
た
は
、
そ
の
属
す
る
世

　

帯
の
世
帯
主
。

■
外
国
人
登
録
原
票
に
登
録
さ
れ

　

て
い
る
か
た
は
、
そ
の
本
人
。

【
給
付
額
】

■
給
付
額
は
、
給
付
対
象
者
１
人

　

に
つ
き
１
万
２
千
円
で
す
。

■
基
準
日
に
、
65
歳
以
上
の
か
た

　
（
昭
和
19
年
２
月
２
日
以
前
に

　

生
ま
れ
た
か
た
）
と
18
歳
以
下

　

の
か
た
（
平
成
２
年
２
月
２
日

　

以
降
に
生
ま
れ
た
か
た
）
は
、

　

１
人
に
つ
き
２
万
円
で
す
。

【
申
請
】

■
申
請
に
必
要
な
書
類
は
役
場
か

　

ら
送
付
し
ま
す
。
な
お
、
申
請

　

書
の
発
送
は
、
４
月
上
旬
の
予

　

定
で
す
。

■
申
請
・
受
給
者
は
、
郵
送
ま
た

　

は
窓
口
へ
の
提
出
に
よ
っ
て
給

　

付
の
申
請
を
行
う
必
要
が
あ
り

　

ま
す
。

※
申
請
に
あ
た
っ
て
は
、
郵
送
に

　

よ
る
申
請
、
ま
た
は
窓
口
に
お

　

け
る
申
請
の
い
ず
れ
の
場
合
に

　

お
い
て
も
、
公
的
身
分
証
明
書

　

で
本
人
確
認
を
さ
せ
て
い
た
だ

　

き
ま
す
。

【
給
付
の
方
法
】

　

申
請
・
受
給
者
が
指
定
し
た
口

座
へ
の
振
込
を
原
則
と
し
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

総
務
課　

☎
82
・
２
５
４
９　

　定額給付金事業は、景気後退下での生活者の不安にきめ細かく対処するため、家計への緊
急支援として実施されるものです。あわせて、家計に広く給付することで、消費を増やし景
気を支える経済効果を期待するものです。１月 27 日、定額給付金事業に関係する国の平成
20 年度補正予算（第２号）が、国会で成立しました（ただし、関連法案は未成立）。
　佐用町も、給付対象者の把握や申請書の発送など準備を進めています。くわしくは、申請
書の送付の際にお知らせいたしますが、事業の概要は次のとおりです。

定額給付金をよそおった
振り込め詐欺・個人情報詐取

■佐用町やその他の市区町村、総務省などがＡＴＭ（銀行・コンビニなどの現金自動預払機）
　の操作をお願いすることは、絶対にありません。
■ＡＴＭを自分で操作して、他人からお金を振り込んでもらうことは絶対にできません。
■佐用町やその他の市区町村、総務省などが、「定額給付金」の給付のために、手数料など
　の振込を求めることは絶対にありません。
■町民のみなさんの世帯構成や銀行口座の番号などの個人情報を照会する際には、原則文書
　で行います。場合によって電話をかける方法をとらせていただきますが、定額給付金の給
　付をよそおった「振り込め詐欺」や「個人情報の詐取」の防止対策として、佐用町での電
　話による照会は、次の方法を取らせていただきます。電話代は町民のみなさんの負担とな
　りますが、ご了承ください。
　　①役場から、照会したい事項を連絡し、一度電話を切ります。
　　②町民のみなさんは、お手数ですが総務課に電話をかけて、照会事項の回答を連絡します。

■お問い合わせ　総務課　☎８２－２５４９

ご注意
ください

定額給付金事業の概要おしらせ
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佐
用
町
行
財
政
改
革
実
施
計
画

（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）
に
基
づ
い

て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
、
公
共

施
設
の
維
持
管
理
経
費
や
職
員
の

削
減
、
滞
納
町
税
な
ど
の
収
入
確

保
な
ど
、
平
成
19
年
度
の
取
り
組

み
状
況
を
公
表
し
ま
す
。

事
務
事
業
の
見
直
し
と

　
　
　
　
　
　
　
　

財
源
の
確
保

　

事
務
事
業
の
見
直
し
は
、
町
税

な
ど
徴
収
体
制
の
強
化
や
、
公
共

施
設
の
指
定
管
理
者
制
度
の
導
入

な
ど
に
取
り
組
み
ま
し
た
。

　

ま
た
、
遊
休
地
の
売
却
な
ど
も

進
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

■
効
果　

１
億
７
０
６
万
１
千
円

定
員
及
び
給
与
関
係
の
見
直
し

　

定
員
管
理
計
画
に
基
づ
い
て
、

職
員
数
を
計
画
的
に
削
減
し
、
各

種
手
当
の
支
給
基
準
を
見
直
し
ま

し
た
。

　

歳
出
に
大
き
な
割
合
を
占
め
る

人
件
費
を
抑
制
す
る
た
め
に
、
給

与
関
係
、
職
員
数
の
削
減
に
つ
い

て
は
、さ
ら
に
改
革
を
行
い
ま
す
。

■
効
果

　

職
員
数　

14
人
減

　

１
億 

７
７
３
万
２
千
円

経
費
の
節
減
合
理
化
等

　

公
共
施
設
な
ど
の
維
持
管
理
経

費
や
事
務
経
費
、
各
種
補
助
金
や

保
守
管
理
業
務
契
約
な
ど
の
見
直

し
を
行
い
、
経
費
の
削
減
に
取
り

組
み
ま
し
た
。

■
効
果　

８
、２
７
２
万
４
千
円

　
財
政
及
び
公
営
企
業

　
　
　

経
営
健
全
化
計
画
を
策
定

　

将
来
的
な
住
民
負
担
を
軽
減
す

る
た
め
に
、高
金
利
（
５
㌫
以
上
）

の
公
債
費
を
見
直
し
、
有
利
な
条

件
で
繰
上
償
還
（
借
換
）
を
行
い

ま
す
。

　

こ
の
措
置
は
、
行
政
改
革
を

行
う
地
方
公
共
団
体
に
限
り

認
め
ら
れ
る
も
の
で
、
平
成

21
年
度
ま
で
の
３
か
年
で
約

１
億
８
、０
０
０
万
円
の
効
果
を

見
込
ん
で
い
ま
す
。

環
境
配
慮
と

　
　
　

エ
ネ
ル
ギ
ー
対
策
の
推
進

　

役
場
な
ど
の
排
出
物
の
抑
制

や
、
リ
サ
イ
ク
ル
の
推
進
を
実
施

し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
電
気
、
燃

料
な
ど
の
使
用
量
削
減
に
も
取
り

組
み
ま
し
た
。

■
効
果　

６
０
０
万
２
千
円　
　

選
挙
事
務
な
ど
の
改
革

　

有
権
者
の
利
便
性
を
損
な
わ
な

い
範
囲
で
、
見
直
し
を
行
い
ま
し

た
。

■
効
果　

６
８
７
万
９
千
円　
　

　

本
町
で
の
行
財
政
改
革
の
取
り

組
み
は
、
町
民
の
み
な
さ
ん
の
意

見
を
聞
き
な
が
ら
着
実
に
実
施
し

て
い
く
た
め
に
、
行
財
政
改
革
推

進
委
員
会
を
設
け
て
取
り
組
ん
で

い
ま
す
。
実
施
状
況
に
つ
い
て
は

今
後
も
お
知
ら
せ
し
て
い
き
ま

す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　
　

財
政
課　

☎
82
・
０
８
２
０

　
　
　
　
　
　
　
　

滞
納
町
税
な
ど
の
徴
収
体
制
の
強
化
や
経
費
削
減
な
ど
の
取
り
組
み
で
、
約
３
億
６
、１
０
８
万
円
の
効
果

平成 19 年度の主な行財政改革効果額
（単位 : 円）

取　り　組　み　内　容 効果額
　定員適正化計画に基づく職員数の削減 ４，２９９万

　地域手当、寒冷地手当などの廃止 ５，８１９万

　時間外勤務手当などの抑制 ６５５万

　滞納町税などの収納率向上 １億１５８万

　遊休地の売却 ５４８万 

　公共施設などの維持管理経費の削減 ８，８７２万 

　公債費の一部繰上償還 ４，７５４万

　旅費の見直し １８５万 

　その他、各種協議会や選挙事務の見直しなど ８１８万

合　　　計 ３億６，１０８万 

町
行
財
政
改
革
実
施
計
画
（
集
中
改
革
プ
ラ
ン
）
実
施
状
況
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2009/ ３月号

　

固
定
資
産
税
は
、
適
正
な
価
格

を
算
定
す
る
た
め
、
３
年
ご
と
に

評
価
の
見
直
し
を
行
っ
て
お
り,

平
成
21
年
度
は
そ
の
年
に
あ
た
っ

て
い
ま
す
。

　

土
地
（
宅
地
）
に
つ
い
て
は
、

３
年
間
の
地
価
の
動
向
を
価
格
に

反
映
し
、
地
価
公
示
価
格
な
ど
の

７
割
を
目
途
に
評
価
し
ま
す
。

　

家
屋
に
つ
い
て
は
、
建
築
物
価

の
動
向
と
、
新
築
時
か
ら
の
経
過

年
数
に
よ
る
減
点
補
正
率
を
適
用

し
評
価
し
ま
す
。

　

な
お
、
３
年
前
の
評
価
替
年
度

は
第
１
期
分
の
納
期
限
を
５
月
末

と
し
て
い
ま
し
た
が
、
21
年
度
は

４
月
末
と
な
っ
て
い
ま
す
。
課
税

通
知
書
を
４
月
中
旬
に
お
送
り
し

ま
す
の
で
、
納
期
内
納
付
に
ご
協

力
を
お
願
い
し
ま
す
。

【
価
格
等
縦
覧
帳
簿
を
縦
覧
し
ま
す
】

　

平
成
21
年
度
固
定
資
産
税
の
基

礎
と
な
る
、
土
地
、
家
屋
の
評
価

額
な
ど
を
記
載
し
た
土
地
価
格
等

縦
覧
帳
簿
の
縦
覧
を
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
税
務
課
へ
お
問
合

せ
く
だ
さ
い

■
お
問
い
合
わ
せ　

　

税
務
課　

☎
82
・
０
６
６
２

固
定
資
産
税
の
評
価
替
年
度
で
す

　

単
車
、
軽
自
動
車
な
ど
の
税
金

「
軽
自
動
車
税
」
は
、
毎
年
４
月

１
日
現
在
の
所
有
者
に
課
税
さ
れ

ま
す
。

　

車
両
を
処
分
し
た
り
、
他
人
に

譲
っ
た
と
き
に
は
、
４
月
１
日
ま

で
に
廃
車
の
手
続
き
を
行
っ
て
く

だ
さ
い
。
手
続
き
を
し
な
い
と
、

引
き
続
き
課
税
さ
れ
て
し
ま
い
、

ト
ラ
ブ
ル
の
原
因
に
も
な
り
か
ね

ま
せ
ん
の
で
、
必
ず
届
け
出
を
し

て
く
だ
さ
い
。

■
手
続
き
の
方
法

　

原
動
機
付
自
転
車
（
１
２
５
cc

以
下
）・
小
型
特
殊
（
ト
ラ
ク
タ
ー

な
ど
）
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー
ト

と
印
か
ん
を
持
参
し
、
役
場
税
務

課
ま
た
は
各
支
所
、
出
張
所
で
手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

　

自
動
二
輪
・
軽
四
自
動
車
は
販

売
店
か
佐
用
郡
自
家
用
自
動
車
協

会
（
☎
82
・
２
４
１
６
）
で　

手

続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
そ
の
他

　

原
付
、
農
耕
用
車
な
ど
を
新
し

く
購
入
し
た
り
、
譲
り
受
け
た
り

し
た
か
た
は
、
ナ
ン
バ
ー
プ
レ
ー

ト
の
交
付
申
請
を
行
っ
て
く
だ
さ

い
。

　

印
か
ん
、
販
売
証
明
書
、
廃
車

証
明
書
な
ど
を
持
参
し
、
役
場
税

務
課
、
ま
た
は
各
支
所
、
出
張
所

で
手
続
き
を
し
て
く
だ
さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

☎
82
・
０
６
６
２

手
続
き
は
３
月
中
に

軽
自
動
車
や
単
車
の
廃
車

　

公
的
年
金
所
得
に
対
す
る
住
民

税
の
納
付
方
法
が
変
わ
り
ま
す
。

　

現
在
、
公
的
年
金
を
受
給
し
、

住
民
税
の
納
税
義
務
の
あ
る
か
た

は
、
役
場
、
金
融
機
関
な
ど
に
出

向
き
、
窓
口
で
住
民
税
を
お
支
払

い
い
た
だ
い
て
い
ま
す
が
、
今
回

の
制
度
導
入
に
よ
り
、
住
民
税
が

公
的
年
金
か
ら
特
別
徴
収 (

天
引

き) 

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。

■
対
象
と
な
る
か
た

　

本
年
４
月
１
日
現
在
で

・
住
民
税
の
納
税
義
務
の
あ
る
65 

歳
以
上
の
公
的
年
金
受
給
者
で
、

か
つ
年
額
18
万
円
以
上
の
老
齢
基

礎
年
金
ま
た
は
老
齢
年
金
、
退
職

年
金
な
ど
を
受
給
し
て
い
る
か
た 

(

介
護
保
険
料
の
特
別
徴
収
と
同

様) 

■
対
象
と
な
る
税
額

　

厚
生
年
金
、
企
業
年
金
な
ど
す

べ
て
の
公
的
年
金
の
所
得
額
に

応
じ
た
税
額
が
特
別
徴
収 (

天
引

き) 

の
対
象
と
な
り
ま
す
。

　

た
だ
し
、
そ
の
税
額
は
、
老
齢

基
礎
年
金
ま
た
は
老
齢
年
金
、
退

職
年
金
な
ど
か
ら
特
別
徴
収
（
天

引
き
）
さ
れ
ま
す
。

■
実
施
時
期

　

本
年
10
月
支
給
分
の
年
金
か
ら

　
　

・
・
・
・
・
・
・
・

　

住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の
特

別
徴
収
制
度
で
は
、
受
給
者
が
支

払
う
べ
き
個
人
住
民
税
を
社
会
保

険
庁
な
ど
の
「
年
金
保
険
者
」
が

市
町
村
へ
直
接
納
め
、
受
給
者
に

は
、
年
金
か
ら
個
人
住
民
税
を
差

し
引
い
た
差
額
が
支
払
わ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
す
。

　

こ
の
制
度
は
、
個
人
住
民
税
の

支
払
い
方
法
を
変
更
す
る
も
の

で
、
新
た
な
税
負
担
は
生
じ
ま
せ

ん
。

　

な
お
、
特
別
徴
収 (

天
引
き) 

の
開
始
は
、
本
年
10
月
支
給
分
の

年
金
か
ら
。
そ
の
た
め
、
21
年
度

税
額
の
半
分
は
、
本
年
６
月
と
８

月
に
普
通
徴
収 (

納
税
通
知
書
で

支
払
う
方
法) 

に
よ
っ
て
納
め
て

い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
す
。

　

ま
た
、
年
金
以
外
の
所
得
の
個

人
住
民
税
は
、
従
来
ど
お
り
の
方

法
で
納
め
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な

り
ま
す
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

税
務
課　

 

☎
82
・
０
６
６
２ 

住
民
税
の
公
的
年
金
か
ら
の

特
別
徴
収
制
度 

が 

始
ま
り
ま
す

本
年
10
月
支
給
分
か
ら

平
成
21
年
度
は
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２
月
11
日
、
佐
用
小
学
校
２

年
生
の
生
活
科
「
じ
ぶ
ん
た
ん

け
ん
に
し
ゅ
っ
ぱ
つ
だ
」
の
学

習
で
、
自
分
の
小
さ
な
こ
ろ
を

振
り
返
る
た
め
に
、
マ
マ
プ
ラ

ザ
の
親
子
と
の
交
流
が
あ
り
、

６
組
の
親
子
が
参
加
し
ま
し
た
。

短
い
時
間
で
は
あ
り
ま
し
た
が
、

緊
張
す
る
小
さ
な
子
ど
も
を
、

一
生
懸
命
遊
ん
で
く
れ
ま
し
た
。

自
慢
の
折
り
紙
を
折
っ
て
手
渡

し
て
く
れ
た
り
、
風
船
を
ふ
く

ら
ま
し
て
遊
ん
で
く
れ
た
り
、

な
か
に
は
、
離
乳
食
の
お
か
ゆ

を
食
べ
さ
せ
た
り
、
お
茶
を
飲

ま
せ
た
り
し
て
く
れ
る
小
学
生

も
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、
妊
娠
中
の
お
母
さ
ん

に
は
、
大
き
な
お
な
か
を
触
ら

せ
て
も
ら
っ
て
、
感
激
す
る
子

も
い
ま
し
た
。

　

小
さ
な
子
ど
も
た
ち
も
、
小

学
生
の
お
兄
ち
ゃ
ん
や
お
姉
ち

ゃ
ん
に
遊
ん
で
も
ら
っ
て
と
て

も
う
れ
し
そ
う
で
し
た
。
あ
ら

た
め
て
子
ど
も
は
遊
び
の
天
才

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

小
学
生
は
、「
ご
は
ん
や
お

か
ず
を
食
べ
ず
に
ミ
ル
ク
だ
け

で
赤
ち
ゃ
ん
は
大
丈
夫
？
」「
ご

は
ん
は
、
い
つ
か
ら
食
べ
ら
れ

る
？
」
と
お
母
さ
ん
た
ち
に
素

直
に
疑
問
を
ぶ
つ
け
て
い
ま
し

た
。
そ
の
質
問
に
丁
寧
に
答
え

る
お
母
さ
ん
た
ち
を
頼
も
し
く

感
じ
ま
し
た
。

　

初
め
て
小
学
校
に
訪
れ
た
お

母
さ
ん
た
ち
か
ら
は
、「
あ
と
数

年
し
た
ら
我
が
子
も
小
学
生
か
。

楽
し
み
」「
こ
ん
な
に
大
き
く
な

る
の
か
！
」「
か
わ
い
か
っ
た
！
」

「
楽
し
か
っ
た
！
」
と
感
想
を
い

た
だ
き
ま
し
た
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

キ
ラ
キ
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

     　
　

   　

☎
82
・
４
１
０
８

　

ビ
ス
ラ
ッ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

     　

 　

 　

 

☎
86
・
１
１
５
３

　

ひ
ま
わ
り
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　
　

☎
78
・
０
２
６
４

　

み
か
づ
き
っ
子
マ
マ
プ
ラ
ザ

　
　
　
　

    

☎
79
・
３
７
８
８

 ママプラザ
　　　だより

■
日
時　

３
月
14
日(

土)

　
　
　
　
　
　

午
前
10
時
～
正
午

■
場
所　
さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

■
講
師　

堂
野
能
伸
さ
ん

　
（
京
都
精
華
大
学
非
常
勤
講
師
）

■
対
象　

小
学
３
年
生
以
上

■
募
集
人
数　

15
人

■
材
料
費　

１
０
０
円

と
し
ょ
か
ん
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

「
あ
そ
ば
せ
隊
」
の
お
は
な
し
会

■
日
時　

毎
週
土
曜
日

　

午
後
２
時
～
午
後
２
時
30
分

■
場
所　
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

■
対
象　

幼
児
・
小
学
生

■
申
し
込
み　

不
要

お
は
な
し
会

【
小
さ
い
人
（
５
歳
以
上
）】

■
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
後
２
時
30
分
～
午
後
３
時

■
場
所　
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

■
３
月
の
お
は
な
し

　
「
び
ん
ぼ
う
こ
び
と
」

【
大
き
い
人(

小
学
３
年
生
以
上
）】

■
日
時　

毎
週
日
曜
日

　

午
後
３
時
～
午
後
３
時
30
分

４
月
12
日
～
17
日
は
休
館

　
　
　
　

館
内
特
別
整
理
を
実
施

　

通
常
の
月
末
整
理
日
に
は
行
え

な
い
所
蔵
図
書
の
整
理
を
行
う

た
め
、
４
月
12
日(

日)

か
ら
17

日(

金)

ま
で
休
館
い
た
し
ま
す
。

こ
の
期
間
は
、
図
書
の
貸
出
や
館

内
で
の
閲
覧
は
で
き
ま
せ
ん
の

で
、
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

　

長
期
休
館
に
伴
い
、
３
月
29
日

(

日)

か
ら
４
月
11
日(

土)

ま
で

特
別
貸
出
を
実
施
し
ま
す
。
こ
の

期
間
中
は
、
貸
出
上
限
を
な
く
し

て
何
冊
で
も
借
り
て
い
た
だ
け
ま

す
の
で
、
ご
利
用
く
だ
さ
い
。

「
針
金
で
あ
そ
ぼ
う
」
参
加
者
募
集

　

図
書
館
も
の
づ
く
り
講
座
「
針

金
で
あ
そ
ぼ
う
」
の
参
加
者
を
募

集
し
ま
す
。

■
内
容　

針
金
で
動
物
ク
リ
ッ
プ
や

　

ペ
ン
立
て
な
ど
を
作
り
ま
す
。

■
場
所　
図
書
館
お
は
な
し
コ
ー
ナ
ー

■
３
月
の
お
は
な
し

　
「
か
ま
す
の
い
い
つ
け
」

■
申
し
込
み　

不
要

お
り
が
み
教
室

■
日
時　

３
月
28
日(

土)

　

午
後
３
時
～
午
後
３
時
30
分

■
場
所　
さ
よ
う
文
化
情
報
セ
ン
タ
ー

■
対
象　

３
歳
以
上
の
子
ど
も

　
　
　
　
（
保
護
者
の
参
加
も
可
）

■
３
月
の
お
り
が
み

　
「
ぞ
う
さ
ん
」

■
申
し
込
み　

不
要
。
お
り
が
み

　

を
お
持
ち
く
だ
さ
い
。

 

上
月
文
化
会
館　

移
動
図
書
館

 

「
い
な
か
の
本
だ
な
」

   

４
月
の
巡
回
日
は
２
日
（
木
）
で
す

小
学
生
と
の

ふ
れ
合
い
の
な
か
で

        ３月  March   弥生              4 月   April    卯月
　日 月 火 水 木 金 土  日 月 火 水 木 金 土
　１ ２ ３ ４ ５ ６ ７  　 　 　 １ ２ ３ ４
　８ ９ 10 11 12 13 14  ５ ６ ７ ８ ９ 10 11
  15 16 17 18 19 20 21  12 13 14 15 16 17 18
  22 23 24 25 26 27 28　19 20 21 22 23 24 25
  29 30 31            　26 27 28 29 30

※色文字の日は休館日です。開館時間は午前１０時～午後６時

小学生との交流のようす

作品例
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●大人向けの本
　日本人はなぜ「さようなら」と別れるのか
　　　　　　　　　　　   　竹内整一／著　筑摩書房
　いい言葉は、いい仕事をつくる
　 －成功する人はいつも気高い「言葉の灯」をともしている
　　                              　　岬　龍一郎／著　ＰＨＰ研究所
　木曾義仲のすべて　   鈴木　彰／ほか編　新人物往来社
　平成政治 20 年史    　　　 　平野貞夫／著　幻冬舎
　救う男たち　－東京消防庁の精鋭ハイパーレスキュー
　　　　　　　　　　   亀山早苗／著　ＷＡＶＥ出版
　バナナは皮を食う
　　－暮しの手帖・昭和の「食」ベストエッセイ集	
　　　　　　　　　   檀　ふみ／選　暮らしの手帖社
　老筋力　－ 100 歳になっても自力で歩きたい人の筋肉トレーニング	
   　　　　　　　　　　　　　久野信彦／著　祥伝社
　ネットをもっと楽しみたい！　
　　－自分だけのホームページ、作れば世界がぐーんと広がる	
　　　　　　　   成美堂出版編集部／編　成美堂出版
　農業が日本を救う　－こうすれば 21 世紀最大の成長産業になる
　                                   　財部誠一／著　ＰＨＰ研究所

　しぐさの英語表現辞典　 　小林祐子／編著　研究社
　竹久夢二乙女詩集・恋　竹久夢二／〔著〕　河出書房新社
　赤い月、廃駅の上に
　　　　   　有栖川有栖／著　メディアファクトリー
　パパママムスメの 10 日間
　　　　　　　　       五十嵐貴久／著　朝日新聞出版
▲ディスカスの飼い方　       　大崎善生／著　幻冬舎
■ＷＥ　ＬＯＶＥジジイ　   桂　望実／著　文芸春秋
  千世と与一郎の関ケ原　         佐藤雅美／著　講談社
  大きな約束	                            椎名　誠／著　集英社
▲反乱する管理職                        高杉　良／著　講談社
▲ポトスライムの舟　           津村記久子／著　講談社
■ねたあとに                    長嶋　有／著　朝日新聞出版
　廃墟建築士　　　　　　   　三崎亜記／著　集英社
★英雄の書　上・下　　宮部みゆき／著　毎日新聞社
■あなたと共に逝きましょう　
　　　　　　　　   　村田喜代子／著　朝日新聞出版
　ピラミッド　上・下　－封印された数列
　　　   ウィリアム・ディートリッヒ／著　文芸春秋
　サレンダー　ソーニャ・ハートネット／著　河出書房新社
●子ども向けの本
　はじめて知るみんなの行事とくらし　
　　－１５０種以上の行事とくらし！ 　　          学研
　水生昆虫大集合　－水辺に生きる昆虫たち
　　　　　　　　　   　築地琢郎／著　誠文堂出版社
　ＮＨＫはろ～！あにまる動物大図鑑　日本編／アフリカ編
　ＮＨＫ「はろ～！あにまる」制作班／編　イースト・プレス
　門ばんネズミのノーマン　ドン・フリーマン／作ＢＬ出版
　かりんちゃんと十五人のおひなさま
　                                   　 なかがわちひろ／作　偕成社

　▲は図書館と上月図書室に、★は図書館と南光図
書室に、■は図書館と三日月図書室にあります。

新着図書案内
2009.1.21 ～ 2009.2.20 受け入れ分の一部

Library  Information

　

今
月
は
、
在
宅
で
の
暮
ら
し

を
支
え
る
そ
の
他
の
サ
ー
ビ
ス

を
紹
介
し
ま
す
。

■
福
祉
用
具
貸
与

　

日
常
生
活
の
自
立
や
介
護
負

担
軽
減
を
は
か
る
た
め
の
福
祉

用
具
を
借
り
る
こ
と
が
で
き
ま

す
。

【
福
祉
用
具
の
種
類
】

　

車
イ
ス
、
電
動
ベ
ッ
ド
、
移

動
リ
フ
ト
、
徘
徊
感
知
器
、
床

ず
れ
防
止
用
具
な
ど

(

要
支
援
１
・
２
、
要
介
護
１
の

軽
度
者
は
歩
行
器
、
４
点
杖
な

ど)

　
■
特
定
福
祉
用
具
販
売

　
　
　
　
　

(

購
入
費
の
支
給)

　

入
浴
・
排
泄
な
ど
、
動
作
時

直
接
肌
に
触
れ
る
福
祉
用
具
に

対
す
る
購
入
費
の
う
ち
９
割
を

支
給
し
ま
す(

最
高
年
間
10
万

円
ま
で)

。

【
特
定
福
祉
用
具
の
種
類
】

　

ポ
ー
タ
ブ
ル
ト
イ
レ
、
入
浴

用
イ
ス
・
浴
槽
台
な
ど
（
兵
庫

県
の
指
定
を
受
け
た
事
業
者
か

ら
の
購
入
が
条
件
）。

■
住
宅
改
修
費
支
給

　

現
在
住
ん
で
い
る
自
宅
を
、

本
人
の
身
体
状
況
に
合
わ
せ
て

暮
ら
し
や
す
い
よ
う
改
修
す
る

費
用
の
う
ち
、
９
割
を
支
給
し

ま
す(

最
高
20
万
円
ま
で)

。

【
住
宅
改
修
の
内
容
な
ど
】

　

 

手
す
り
の
設
置
・
段
差
解
消

な
ど
、
支
給
対
象
工
事
が
決
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　

事
前
に
役
場
へ
申
請
し
て
承

認
を
得
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

改
修
後
に
申
請
し
て
も
支
給
を

受
け
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
と

き
は
、
必
ず
事
前
に
担
当
ケ
ア

マ
ネ
ジ
ャ
ー
へ
相
談
し
て
く
だ

さ
い
。

■
お
問
い
合
わ
せ

　

健
康
課　

☎
87
・
８
０
２
０

　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
通
信

知
っ
て
お
き
ま
し
ょ
う
⑤

介
護
保
険
制
度
を
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■行事食に込められた意味や役割
　食事の外食化や簡易化が増えていくなかで、家庭や
地域で継承されてきた特色ある伝統食、行事食など、
豊かな食文化の味覚が失われつつあります。
　日本には１年を通じていろんな行事がありますが、
その際に食べられる行事食も、食文化を担う重要な役
割を果たしています。
　１年の始まりを祝い、健康を祈って食べられるおも
ちやおせち料理、無病息災を祈って食べる七草がゆ、
夏バテ防止のために食べる土用のうなぎ、冬を乗りき
るために食べる高エネルギーでビタミンが豊富なカボ
チャなど、行事食には伝承文化としての側面だけでな
く、健康に即した実際的な意味も含んでいます。

■暮らしの食べ物　（「ふるさと　佐用の心」から（注１））
おせち料理
　【一の重】だて巻き・黒豆・昆布巻き・数の子・紅
　　白かまぼこ・田作り・栗きんとん
　【二の重】　焼き物（たいの姿焼き・ぶりの照り焼き・
　　車えび）
　【三の重】酢の物
　【与の重】煮物（たけのこ・こんにゃく・しいたけ・　
　　ごぼう・里芋・にんじん・れんこん・くわい・のしするめ）
　【三つ重ね鉢】黒豆・田作り・数の子
　【祝い膳】栗と柿とみかんをそなえます。

七草がゆ　正月は食べすぎになりやすいので、消化の
　よいかゆを食べたようです。
春分の日　彼岸の入りには仏壇を掃除し、墓の掃除を
　して祖先をまつります。中日には彼岸だんご、おは
　ぎを供え仏壇・墓に参ります。
よもぎだんご　 新芽を摘んでゆがいたよもぎの上にだ
　んご粉をおき蒸してつく。適当な大きさに丸めて、
　あんこかきなこをつけます。
土用のうし　うのつく食べものがよいといわれ、うな
　ぎ、うどん、梅干しなどを食べます。特にうなぎを
　食べると夏がめ（夏やせ）しないといわれている。
冬至　冬至に南爪を食べると、１年間金まわりがよい、
　かぜをひかないなど、健康で長生きできるといわれ
ます。

　佐用町も、夢さよう（もち大豆）、お茶、そば、自然薯、
ひまわり油などたくさんの特産品もあります。本町な
らではの貴重な食文化と、その背景に広がる歴史や伝
統行事を今後も大切に受け継ぎたいものです。

（注１）　「ふるさと佐用の心」は、佐用郡いずみ会と
佐用郡連合婦人会によって、ふるさとに継承された行
事と食物について書かれたものです。昭和 59 年３月
発行。

食文化や地域の産物で四季を楽しく

■姫路みゆき通献血ルーム
　姫路市駅前町２５９ぼうしやビル３階
　☎（０１２０）１６０－４８９
■ミント神戸１５献血ルーム
　神戸、JR 三ノ宮駅前ミント神戸 15 階
　☎（０１２０）１５０－０７２
■三宮センタープラザ献血ルーム
　神戸市中央区三宮町２－１１－１
　☎（０７８）３９１－７０７０

　その他に、明石運転免許試験場、尼
崎市の塚口さんさんタウンにもありま
す

■お問い合わせ　
      健康課　☎８７－８０２０

★献血ルームのご案内★

南光歯科保健センター
■予約受付　土・日・祭日を除くいずれも午前
　　　　　  ８時 30 分から午後５時 30 分まで
■診察日　毎週木曜日と金曜日午前９時 
　　　　　から午後５時まで
■歯科衛生指導日　
　土・日・祭日を除く午前９時から午後５時
　佐用町下徳久 1005 番地 1（南光文化センター内）
　　　　　☎７８- １１８０（いい歯を）

■お問い合わせ　健康課　☎８７－８０２０

　町では、在宅の高齢者や身
体障がい者などで、食事の調
理が困難なかたのために、お
弁当を宅配する「食」の自立
支援事業を行っています。　

　調理および宅配は、社会福
祉協議会を通じて行っていま
す。

■利用するには
　地区の民生委員、社会福祉協議会に相談いただくか、直接健康課
や各支所にお問い合わせください。
■利用者の認定
　健康課職員などが直接訪問し、状態を調査したうえで、対象者の
認定を行います。
■利用料金　１回３００円
■利用可能回数　週２回まで

ご存知ですか？  「食」の自立支援事業
お弁当の宅配サービス
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　40 代後半～ 50 代前半の時期、年齢を１歳ずつとる
のではなく、急激に年をとったと感じることがありま
す。一般的にはこの時期の 10 年を ｢更年期｣ と呼び
ます。これは女性ならエストロゲンという女性ホルモ
ンが、男性ならテストステロンという男性ホルモンが
減少し始めるのです。このホルモンの減少によって
様々な体調不良を起こすことを更年期障害と言いま
す。
■女性にも男性にもある症状
　更年期障害と聞くと、女性特有の問題と思われがち
ですが、男性にも症状は見られます。ただ男性の場合
は 70 歳くらいまでにかけ男性ホルモンが緩やかに減
少するため現れにくいのですが、精神面の症状がでや
すく、うつ傾向になりがちです。

■更年期の症状
男性：疲れやすい、肩こり・腰痛・節々の痛み、眠り
　が浅い、寝つきが悪い、冷え、うつ
女性：疲れやすい、肩こり・腰痛・節々の痛み、冷え、
　のぼせ、汗かき、ほてり、うつ
　しかし、これらの症状は、他の生活習慣病の症状と

も共通しています。更年期障害だと思い込まないで、
体調不良を感じたら医療機関で受診しましょう。この
年代は、様々な病気が起こってきやすい年代でもある
のです。

■健康な人生設計をするために
　昔は人生 50 年とも言われたように、更年期と人生
の終末期が同時期でした。現在、日本は長寿国になり、
平均寿命も 80 歳前後になっています。更年期のあと
に、まだまだ長い人生が待っています。更年期の様々
な症状について、準備するのとしないのとでは、その
後の人生に大きな差が出ると言われます。だからこそ、
更年期について知識をもっておくことが大切です。
　最近は、無理なダイエットや喫煙などから、20 代
や 30 代から更年期の状態になることも増えています。
ストレス、栄養不足、睡眠不足、喫煙などは老化を早
めます。
　いつまでも若々しくあるためには、規則正しい生活、
バランスのとれた食事、ストレスや悩みをためない、
休養をとる、といった体への負担の少ない生活をする
ことが大事です。

                   更年期とは

Health  Information

★ぱくぱく離乳食教室
　( すくすく健康相談後～１歳６か月未満）
　　  ３月   ６日（金）10：00 ～

★すくすく健康相談（平成 20 年９月生まれ）
　　  ３月 13 日（金）13：30 ～

★３歳児健診（平成 18 年１月～２月生まれ）
　　  ３月 18 日（水）13：00 ～

★すてきなママになるための教室
　　  ３月 23 日（月）９：30 ～

★４か月児健診（平成 20 年 11 月生まれ）
　　  ３月 23 日（月）13：30 ～

★ヨチヨチ健康相談 （平成 20 年３月生まれ）
　　  ３月 27 日（金）13：30 ～

★０歳児クラス （２か月～１歳未満）
　　  ４月   ６日（月）
　　　　　２か月～６か月児　　　10：00 ～ 11：30
　　　　　７か月～１歳未満児　　10：30 ～ 12：00
※いずれも場所は上月保健福祉センター

赤ちゃんとママの行事

携帯電話でもご覧いただけます。
　ＱＲコード対応の携帯電話のカメラで、右のＱＲ
コードを読み込んで町ホームページアドレスに接続
してください。

兵庫県佐用健康福祉事務所

行事カレンダー（３月 9 日～３月 31 日分）

■思春期精神保健相談（要予約）
　 ３月  ９日（月）14：00 ～ 16：30
■デイ・ケア（精神障がい者社会復帰訓練事業）
　 ３月 10 日（火）13：30 ～ 15：30
■犬の引き取り
　 ３月 11 日（水）10：00 ～ 10：30
■膠原病医療相談会（要予約）
　 ３月 13 日（金）14：00 ～ 16：30
■専門的栄養相談（要予約）
　 ３月 17 日（火）10：00 ～ 11：30
■アルコール相談（要予約）
　 ３月 19 日（木）13：30 ～ 15：30
■デイ・ケア（精神障がい者社会復帰訓練事業）
　 ３月 ２６日（木）13：30 ～ 15：30
　いずれも、場所は佐用健康福祉事務所

※本年４月から佐用健康福祉事務所が龍野健
　康福祉事務所に統合・再編され、これまで
　佐用同事務所で実施してきた業務は、龍野
　同事務所で行われます。なお、デイ・ケア（精
　神障がい者社会復帰訓練事業）、こころのケ
　ア相談は、佐用町が引き継いで実施します。

■お問い合わせ　兵庫県佐用健康福祉事務所
　　　　　　　　☎８２－２６２１
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明るく楽しい話題がありましたらまちづくり課までご連絡ください。
■まちづくり課　☎８２－０６６４

まちのわだい

FLASH  NEWS

　１月 26 日から２月３日にかけて、町
内の６小学校（佐用・利神・上月・中
安・三河・三日月）の６年生が、社会科
の授業で「税」について学びました。こ
れは、相生税務署と町が共催で行ってい
る事業の一環で、役場税務課の職員が講
師となって、税金の大切さについて教え
ているものです。
　児童たちは、「税金はなんのためにあ
るのか」などの話を聞いた後、「税金の
ない世界」が紹介されたビデオを視聴し、
税金を納めることの大切さや、「税金は
住みよい社会にするために納めるもの」
など、それぞれ学習を深めていました。

税金の大切さがわかったよ　－町内６小学校で「税」の学習  －

「税」について熱心に学ぶ児童たち（上月小）

　２月５日、上長尾集落のかたがたが、５
月に百歳を迎えられる同集落の阿曽重夫さ
んを訪問し、お祝いをしました。
　阿曽さんは、訪問した自治会長の孝本武
司さんなどから、花束などの記念品を受け
取り、「本当にありがとう」とご家族のか
たといっしょに、にこやかにお礼を言って
いました。
　訪問した孝本さんは「お元気なのが何よ
りも喜ばしいこと。また、阿曽さんも大変
喜んでくださって、とてもうれしい。」と
話していました。

集落で百歳をお祝い　－上長尾集落で表敬訪問  －

写真中央が阿曽重夫さん。いつまでもお元気で

これまでの活動が評価される　－江川地区愛育班の小河雅子さん  －

　江川地区愛育班顧問の小河雅子さん（福沢）
が、このほど、社会福祉法人恩賜財団母子愛育
会会長表彰を受けられました。
　この表彰は、愛育事業（子どもたちが健やか
に生まれ育ち、病気や障がいがあっても、高齢
になっても、住み慣れた地域で安心して暮らし
ていくことを目的とした住民の組織活動）に長
年従事し、母子保健事業の推進に功績のあった
個人や団体に授与されるものです。この表彰は
全国の多数の候補者のなかから選ばれた、とて
も名誉あるものです。
　小河さんは「これまでの活動が認められて、
とてもうれしいです」と話していました。

庵逧町長と受賞を喜ぶ小河さん。これからもがんばってく
ださい
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まちのわだい

FLASH  NEWS

　風情ある町並みが残る平福地域を盛り上げようと、武田殖一さん（下町）が、自宅の車庫を改装し、観光
案内所を作って地域の話題となっています。案内所は、昨年 10 月から手作りで開設されました。「前々から、
地域で何か楽しいことがしたかったんです」と生き生きと話す武田さん。そこには四季折々の平福の町並みや
行事、そして散策図が掲示されています。そのほか、新聞や
雑誌の切り抜きを集めた平福地域の資料など、手作りのもの
がずらりと並びます。「お金を使わずに、ふれあいを楽しみた
かった。今後も楽しみながら続けたい」と目を細めながら話
す武田さん。
　平福地域以外にも、町内名所の紹介冊子や、特産品のＰＲ
なども行われ、ここを訪れた人たちは、武田さんの話を聞き
ながら、佐用町の魅力を学んでいました。

自作の案内所で佐用町をＰＲ　　－ 下町の武田殖一さん －

広島と大阪から訪れた２人に、散策ルートを説明
する武田さん

　平成 20 年度ＮＨＫ全国短歌大会で、三河短歌会
所属の中村千州代さん（中三河）の応募した作品が、
特選に選ばれました。この大会は毎年行われている
もので、今回は国内外から過去最高の 25、773 首が
応募されました。
　「突然の受賞。とてもうれしいです」と受賞の喜
びをにこやかに話す中村さん。中村さんは、４年前
から同会に所属。短歌を詠む経験はありませんでし
たが、日々楽しみながら短歌を学び、昨年度の同大
会での入賞に続き、２年連続の受賞となりました。
　中村さんは「短歌はとても楽しいです。１人でも
多くの人が、短歌の魅力を知り、好きになってほし
い」と話していました。
　なお、今回の受賞作品は、次のとおりです。

「熟
う ま い ご

寝子の髪にそよろとふれてゆく
　　　　　　　涼風は夢の仲間であるか」

意味「ぐっすりと昼寝をしている孫に、そよそよと
吹く秋風。その風が、孫の夢に加わりたがっている
ようです」

ＮＨＫ全国短歌大会で特選　－三河短歌会の中村千州代さん －

短歌のモデルとなったお孫さんの風香ちゃんといっ
しょに

観光案内所のようす
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2 月 20 日現在（　）内は前月比

お誕生おめでとう
1 月 21 日から 2 月 20 日届出分　敬称略

         氏　名     　 保護者     自治会

　個人情報につき非公開
　
　
　
　
　

3 月上旬～ 4 月上旬

人のうごき
　人　口　２０，６７５人（－２７）
　　　　　男 　９，８７３人   （－　９）
　　　　　女 １０，８０２人   （－１８）

　世帯数　　７，３０８戸（　　３）

　２月中の移動
      出生　　６人　死亡 　２３人
      転入　２９人　転出 　３９人

■ちょうみんカレンダー

　県下の雇用促進住宅への入居を斡
旋したり、低金利の「就職安定資金」
の融資手続きを行っています。
■事業主のみなさんへ
　人材確保のチャンスです。求人情
報の提供をお願いします。雇用の維
持や雇い入れには助成金があります。
　景気変動などの理由により、休業
等の雇用維持を図る場合、中小企業
緊急雇用安定助成金や、雇用調整助
成金がありますので、ご活用くださ
い。
■お問い合わせ
　ハローワーク龍野 
　☎（０７９１）２２－０９２０
　助成金関係は
　☎（０７８）２２１－５４４０

　スギ花粉量を減少させる「花粉症
対策」として、森林所有者のみなさ
んがスギ林を伐採し、その跡地に少
花粉スギ苗木や広葉樹の植栽などを
した場合、伐採面積１㌶当たり 20
万円の協力金（国の補助金）が交付
されます。みなさんご協力をよろし
くお願いします。
■お問い合わせ
　全国森林組合連合会
　☎（０３）３２９４－９７１４
　兵庫県森林組合連合会
　☎（０７８）３４１－５０８２

　地球の温暖化は、ますます加速化
し、影響は大きくなっています。
　４回シリーズで考えます。（ただ
し、２回目までは終了しています）
■参加費　無料
■講師　県地球温暖化活動推進セン
　ター長　真継博さん
■日程
　第３回　３月７日（土）
　午後１時 30 分～午後３時 30 分
　テーマ：排出権取引、炭素税、固
　　定電力買取制度、エコポイント、
　　カーボンオフセットなどの政策
　　について
　第４回　３月 21 日（土）
　午後１時 30 分～午後３時 30 分
　テーマ：地球からの取り組み（実
　　践活動）
■お問い合わせ
　ひょうご環境体験館
　☎７９－２０６５

月日 曜日 内　　容 場　　所 時　間
3/6 金  子ども歌舞伎３月公演  三河小学校体育館  14：30 ～
11 水  中学校卒業式  町内各中学校

12 木  高年大学南光教室閉講式  南光文化センター  10：30 ～
 福祉相談  久崎老人福祉センター  13：30 ～

14 土

 ” なにくそ限界 ”
 元気な地域づくりフォーラム  本誌３㌻をご覧ください。

 姫新線新型車両導入記念
 ウォーキング  JR 上月駅～笹ケ丘荘  10：00 ～

 姫新線新型車両見学会  本誌４㌻をご覧ください。
17 火  高年大学三日月教室閉講式  三日月老人福祉センター  10：00 ～

18 水

 高年大学上月教室閉講式  上月文化会館  10：00 ～
 ＥＭぼかし講習会  佐用町保健センター  10：00 ～

 行政相談

 上月保健福祉センター

 13：00 ～ 役場本庁舎２階相談室
 上月支所１階会議室
 南光文化センター会議室

19 木  高年大学佐用教室閉講式  さよう文化情報センター  10：00 ～
22 日  和の調べ（おしゃべり邦楽コンサート） 本誌８㌻をご覧ください。
23 月  小学校卒業式  町内各小学校  9：00 ～
24 火  第２回まちづくり推進会議  本誌３㌻をご覧ください。

25 水  弁護士相談
 （社会福祉協議会に予約必要）  ふれあいの里三日月 13:00 ～ 15:30

4/4 土  昆虫館開館記念式典  本誌 10㌻をご覧ください。
5 日  町消防出初式  南光スポーツ公園  10：00 ～

森林所有者のみなさん
花粉症対策事業をご存知ですか

低炭素社会づくりに
ついて語り合う会

お悔やみ申し上げます
１月 21 日から２月 20 日届出分　敬称略
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2009/ ３月号

■募集対象　小中学生
　（原則毎回参加でき、団体行動の
　ルールを守れる人）
■活動内容　月１回程度の自然体験
　や創作活動。第１回目は５月 10
　日（日）を予定。
■応募要領　学校から配布されるチ
　ラシをご覧ください。
■お問い合わせ
　生涯学習課　☎８２－３３３６

■募集対象　さよう子どもアートス
　クールで活動できる高校生以上の
　青少年（原則、両日参加）
■講座内容
　４月 19 日（日）

　「 レ ク リ エ ー シ ョ ン を 楽 し も う（ 仮 ）」         
　講師：栗木剛さん
　４月 26 日（日）
　「テレビを使った地域づくり、自
　分育て（仮）」
　講師：岸本晃さん
■場所・時間
　両日とも午後１時 30 分～午後４
時、さよう文化情報センター
■応募要領　受講料は無料です。生
　涯学習課へ申し込んでください。
■お問い合わせ
　生涯学習課　☎８２－３３３６

　「くすの木学級」は聴覚障がいを
持つかた、「青い鳥学級」は視覚障
がいをもつかたが、年３回程度、交
流と学習を深める講座です。活動を
支えるボランティアも随時受け付け
ています。
■お問い合わせ
　生涯学習課　☎８２－３３３６

　和太鼓グループ「上月太鼓」では
和太鼓を実際に体験していただける

「和太鼓体験会」を開催します。
　和太鼓の音や響きをじかに感じる
ことのできる良い機会です。興味あ
るかたはぜひご参加ください。
■日時　３月 16 日（月）、23 日（月）
　30 日（月）の午後７時～午後９
　時まで
■開催場所　伝統芸能保存室（上月
　駅併設）
■対象　子どもから大人まで
■お問い合わせ
　小林信次さん　☎ 090-2989-4340

【英語講座】
■ 日 時　 ４ 月 ３ 日、10 日、17 日、
　24 日の毎週金曜日　全４回
　午後７時～午後８時 30 分
■場所　先端科学技術支援センター
　　　　（播磨科学公園都市内）
■定員　10 人（初級～中級）
■講師　塩津憲雄さん
■参加費　2,000 円
■申し込み・お問い合わせ
　塩津　（０７９１）５８－２３４３

【中国語講座】

■ 日 時　 ４ 月 ３ 日、10 日、17 日、
　24 日の毎週金曜日　全４回
■場所　先端科学技術支援センター
　　　　（播磨科学公園都市）
■定員　10 人
■講師　チンソーケイさん
■参加費　2,000 円
■申し込み・お問い合わせ
　植田　（０７９１）５８－１７５５

　近畿地区国立大学法人等職員統一
採用試験の試験案内の配布が始まり
ました。
■受験資格　昭和 55 年４月２日以
　降に生まれたかた
■受付期間　４月１日（水）～４月
　10 日（金）
■第一次試験　５月 17 日（日）
　くわしくは下記事務局へお問い合
わせください。
■お問い合わせ
　近畿地区国立大学法人等職員統一
採用試験事務室
　☎（０７５）７５３－２２２７

　年度末は自動車の検査・登録申請
窓口が非常に混雑しますので、比較
的すいている３月中旬までに済ませ
てくださいますようお願いします。
　なお、継続検査は、自動車車検証
の有効期限の満了する日の１か月前
から受けられますので、余裕を持っ
て受けてください。
■お問い合わせ
　姫路自動車検査登録事務所
　【登録関係】
　☎（０５０）５５４０－２０６７
　【検査関係】
　☎（０７９２）３１－４８０１

■仕事を探すかたに
　ハローワーク龍野では龍野・姫路・
相生・赤穂エリアを中心に約１万件、
求人は毎日更新しています。また、
職業相談や、就職支援セミナーや職
業訓練などの多彩なメニューを用意
しています。
■急な解雇などでお困りのあなたに

お知らせ

３月16日（月）です
口座振替日は４月22日（水）です

納税は納期限までに！

確定申告による
所得税の納期限は

■お問い合わせ　
　　税務課　☎８２－０６６２

Information

今月の納税

後期高齢者医療制度
（普通徴収）第９期分の

　　納期限は   3 月 31 日（火）です

募　集
さよう子どもアートスクール

メンバー募集

初心者大歓迎
和太鼓体験会

お役に立ちます
今こそハローワーク

年度末は申請ラッシュ
神戸運輸管理部からのお願い

国立大学法人等
職員統一採用試験

■お問い合わせ　
　　福祉課　☎８２－０６６１

グループ活動サポーター
養成講座受講生募集

障がい者社会学級
「くすのき学級」「青い鳥学級」

県国際交流協会
英語・中国語講座



　　       宇宙人にも性別はあるのか？ 
　突然ですが、地球外
知的生命にも性別はあ
るのでしょうか。 
　地球の生物の場合、
有性生殖は進化速度を
増大させ、多種多様な
生物種を分化させまし
た。これを考えると、
地球外知的生命にも性
が存在する可能性があ
ります。
　さて、地球の一部で
ある生物には、性転換
をするものがいること
が知られています。同
様に、異星の生命にも、
性転換をするものが存
在するかもしれません。「昨年はオスだったのに、今年
はメスになる」などと状況や環境に応じて性転換してい
る生命体が生息している惑星も、広い宇宙のどこかには
存在するのかもしれませんね。

　　　　　　　西はりま天文台　鳴沢真也（主任研究員） 
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で
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よ
う
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特
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を
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ま
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成
に
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た
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く
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町
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の
み
な
さ
ん
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協
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い
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し
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に
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で
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に
残
っ
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は
「
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は
う
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を
つ
か
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」
と
い
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な
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初
心
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と
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ま
し
た
。
Ⓗ

地球上の生物で性転換をするものは？ 
（１）クロダイ　（２）シカ
（３）クマ

  先月のクイズの解答　（１）およそ１トン

【応募方法】はがきまたは FAX・ﾒｰﾙで住所、氏名、年齢、電話番号、答えを
記入し役場まちづくり課まで送ってください。正解者のなかから抽選で３人
のかたに景品を送ります。なお、発表は景品の発送をもって当選者のかたに
お知らせします。

広
報
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よ

う
　

平
成
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年
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月

号
「
広
報
さ
よ
う
」
は
、
環
境
に
や
さ
し
い
ソ
イ
（
大
豆
油
）
イ
ン
キ
と
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。

■
 ﾎｰﾑﾍﾟｰｼﾞ http://w

w
w

.tow
n.sayo.lg.jp

■
E

ﾒｰﾙ m
achizukuri@

tow
n.sayo.lg.jp
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　多賀にある八幡神社の境内にはいると、拝殿の左右にひ
ときわ大きく目に付く樹木があります。
　まず、左には大イチョウ。大きさは目通り周囲 4.9㍍、
高さは 40㍍あります、イチョウは中国原産で雌

しゆ う い し ゅ

雄異株で
すが、ここのものは雌株で、境内木として植栽されたもの
と思われます。
　そして右には大ケヤキがあり、特に樹幹が直線的に伸び、
大きさは目通り周囲 4.3㍍、高さは 38㍍と、大イチョウ
と並ぶ大きさに生育しています。
　いずれの木も樹勢が良く、推定樹齢は 250 年と見られ、
御神木あるいは御神木的存在として大切にされています。
この２本の木はそろって、昭和 60 年４月 22 日に町指定
文化財となっています。
　そもそも神社における本来の信仰対象は、目に見えない
神霊にかわる森や岩など神の降臨の場（依

よりしろ

代）であり、神
社の周囲に多くの木が残され、一つの杜を形成しているの
もそうした理由によります。
　さらに、神社の杜は自然環境に近い植生を維持し、環境
保全にも役立っているとして見直されています。平成 19
年には、背後の山林が県の有用広葉樹母林（ケヤキ）に指
定されるなど、２本の木は単なる信仰の対象にとどまらず、
こうした自然環境のなかで生育し、その生育環境を大切に
するためのシンボル的存在といえます。
　あなたも、静かな境内の中で自然（神）を感じられるで
しょうか。

多賀の八幡神社と
       ２本の御神木

　車が大好きで、寝ても覚めても「くるま・クル
マ・車 !!」の漣桜。やんちゃが過ぎることもあるけ
ど、面白いことをしてみんなを楽しませてくれる
ね。これからも素敵な笑顔をいっぱい見せてね！
　　　　　　　　　                         父たん・母たんより

  廣瀨   漣
れ お

桜ちゃん
　　　　　　　　 
　　　　　　　　　　　　　

   わが家のアイドル

　NASA の惑星探査機パ
イオニアに搭載された地
球外知的生命に向けた
メッセージプレート。人
類の性別を表しています。


